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貧困関連用語解説1 

(1) 貧困指標 

用語 解説 

絶対的貧困 
Absolute Poverty 

 

ある最低必要条件の基準が満たされていない状態を示す。一般的には、人間とし

て生存するために最低限必要とされる食糧と食糧以外のものが購入できるだけの

所得または支出水準（＝貧困線）に達していない状態を絶対的貧困と定義する。 
相対的貧困 
Relative Poverty 
 

ある地域社会の大多数よりも貧しい状態を示す。例えば所得が地域内の下位

10％に属する人は、衣食住が満たされていても相対的貧困者となる。また中所得

国以上では、人間の生存の為に最低限必要な食糧と食糧以外の日常品ではな

く、その社会で一般的な生活を送るために必要な収入・支出水準を元に相対的貧

困線を設定する国もある。OECD などでは中位可処分所得の 50％の水準を高所

得国の相対的貧困線と定義している。 
貧困線 Poverty Line 
 

所得または支出水準が最低限の必要を満たす水準が貧困線であり、それに達しな

い層（=貧困者）が全人口に占める割合を貧困率・または指数として示す。これによ

り表される貧困を経済的貧困、所得貧困とも言う。 
国際貧困線 
International Poverty 
Line 

MDGs を機に、国際的な絶対的貧困線として「１日１ドル未満」が設定された。国際

貧困線以下の人口が世界の絶対的貧困者の数であり、その割合が国際貧困率と

して算出される。 
1993 年購買力平価での最貧 15 か国の貧困線の平均が月 32.74 米ドル（一日

1.08 米ドル）であったことから、MDGs指標として一日 1 ドルの指標が採用された。

最貧国の国別貧困線の各国の物価は異なり、同じ１ドルで購入できるものには大

差があるため、購買力平価（Purchasing Power Parity：PPP）を用いて、米国での

１ドルの購買力に相当するように調整されている。2005 年以降の貧困線は物価上

昇などを加味し、2008 年購買力平価における最貧 15 か国の貧困線の平均から、

一日 1.25 ドルが国際比較のための絶対貧困線とされている
2
。 

国別貧困線 
National Poverty Line 

国ごとの実情を反映し、各国政府が家計調査のデータなどに基づいて独自に設定

したのが国別貧困線である。国内における物価の差異に対応するため、都市、地

方、あるいは地域ごとに設定された異なる貧困線を元に、統計的に国別貧困線を

算出する場合もある。多くの発展途上国では、下記のベーシックニーズ貧困線が

国別貧困線とされている
3
。下記の食糧貧困線とベーシックニーズ貧困線は、国に

よりUpper/Lower Poverty Lineや、Poverty Line/Extreme Poverty Lineなど

様々な表現があるため、定義によっていずれであるかを判断する必要がある。 
食糧貧困線 
Food Poverty Line 

人間が生存していく上で、最低限必要なエネルギーを摂取できる支出レベルを算

出したもの。摂取エネルギーは、FAO が提唱する成人の一日に必要なカロリー

（2100 カロリー）を基準に、国ごとに設定される場合が多い。そのカロリーを摂取す

るための基本的な食糧の種類や構成は国ごとに設定され、都市・地方、あるいは

地域の差異も配慮される場合がある。 
ﾍﾞｰｼｯｸﾆｰｽﾞ貧困線 ベーシックニーズ費用手法（The Cost of Basic Needs Method: CBN）を用い、食

                                                   
1 主に国際協力総合研修所 2008 年 3 月『指標から国を見る～マクロ経済指標、貧困指標、ガバナンス指

標の見方～』

（http://jica-ri.jica.go.jp/IFIC_and_JBICI-Studies/jica-ri/publication/archives/jica/field/pdf/200803_aid02.p
df）、世界銀行（2009）Measuring Poverty and Inequality（http://go.worldbank.org/4WJH9JQ350）を元

に作成。 
2 World Bank (2008) Dollar a Day Revisited （http://go.worldbank.org/SMQ2FCW4J0） 
3 World Bank (2012) Poverty Measurement Methodology by Country 

(http://go.worldbank.org/OP02MEZ880)  

http://jica-ri.jica.go.jp/IFIC_and_JBICI-Studies/jica-ri/publication/archives/jica/field/pdf/200803_aid02.pdf
http://jica-ri.jica.go.jp/IFIC_and_JBICI-Studies/jica-ri/publication/archives/jica/field/pdf/200803_aid02.pdf
http://go.worldbank.org/4WJH9JQ350
http://go.worldbank.org/SMQ2FCW4J0
http://go.worldbank.org/OP02MEZ880


 

 

用語 解説 

CBN/Basic Needs 
Poverty Line 

糧貧困線に非食糧、すなわち衣類、住居、医療などのための最低限の支出金額を

足して算出される。 
非食糧貧困線 
Non Food Poverty 
Line 

非食糧ニーズの種類や構成は国ごとに設定され、都市・地方、あるいは地域の差

異も配慮される場合も多い。また、所得貧困（Income Poverty）という表現がされ

ることが多いが、途上国での貧困率の算出に使用されるのはほとんどの場合支出

に関するデータである 。 
貧困ギャップ率・指数 
Poverty Gap Ratio ・

Index、P１ 

貧困率が貧困の発生頻度を表すのに対し、貧困ギャップ率は貧困の平均的「深さ

（depth）」を表すために用いられる。通常、国別貧困率を元に算出される。 
貧困ギャップ率は、国民の収入または支出が貧困線に対して何パーセント下回っ

ているか（乖離しているか）を、貧困線以上の人々の乖離率をゼロとして計算した数

値である
4
。貧困ギャップ率に貧困線と人口を乗じた数字が、貧困削減のための最

低限の必要な費用であるとされ、政策上の目安となる。 
二乗貧困ギャップ率・指数 

Squared Poverty Gap 

Ratio ・ Index ／ Poverty 

Severity Ratio・Index、P２ 

貧困の極端な「深刻さ（severity」を表すために用いられる。通常国別貧困率を元

に算出される。二乗貧困ギャップ率は、貧困線からの乖離率を二乗したもので、乖

離率が高ければ（貧困の深刻度が高い）、より大きく数値に反映される。 

 

(2) 不平等指数 

用語 解説 

ジニ係数・指数 
Gini Coefficient, Gini 
Index 

国や地域の所得（または消費）の平等・不平等度を示す指標。完全に平等な社会

では 0 になり、完全に不平等な社会では１となる。なお、世界銀行の統計などでは

パーセンテージ表示のジニ指数（Gini Index）を用いており、完全に不平等な社会

を 100 で表す。通常 30 から 50の範囲になることが多く、40 を超えると社会が不安

定になると一般的に言われている。 
所得階層別の所得ｼｪｱ 
Percentage Share of 
Income or 
Consumption 

ジニ係数を算出する基礎となるもの。人口を所得水準で階層分類し（五分位または

十分位）、国全体の所得のうちそれぞれの階層が占める割合を％で表示。一般的

に、五分位の最下層 20％が全体の 6－10％の消費を行い、最上位 20％が全体

の 35－50％の消費を行っている場合が多い。 

 

(3) 開発指数 

用語 解説 

人間開発指数 
Human Development 
Index：HDI5 

人間開発の 3 つの基本的側面（①寿命、②知識、③生活水準）を総合して、各国

の達成度を測定、比較するための指数。経済指標のみでは表せない国の開発の

度合いを表す尺度として、UNDP が 1990 年に刊行した『人間開発報告（Human 
Development Report）』の中で用い各国のランキングを行ったことに始まる。算出

方法は、①平均寿命指数、②教育指数（成人識字率と初等・中等・高等教育総就

学率）、③GDP指数（１人当たり実質GDP（PPP））について、それぞれの最大値を

1、最小値を 0 として算出し、3 つの平均値をとる。 
2010年よりHDIの派生指標として不平等調整済みHDI（IHDI）が導入されている。

また、それまで発表されていたジェンダー開発指数（GDI）とジェンダーエンパワメ

                                                   
4 World Bank (2009).Handbook on poverty and inequality

（http://issuu.com/world.bank.publications/docs/9780821376133.） 
5 HDI の詳細については UNDP HDI 公式ウェブサイト（http://hdr.undp.org/en/data/about/）。一部の情報 
は UNDP 東京事務所から日本語でも入手可能。http://www.undp.or.jp/hdr/global/） 

http://issuu.com/world.bank.publications/docs/9780821376133
http://hdr.undp.org/en/data/about/）。一部の情報
http://www.undp.or.jp/hdr/global/


 

 

用語 解説 

ント指数（GEM）に代わってジェンダー不平等指数（GII）が、人間貧困指数（HPI）
に代わって多次元貧困指数（MPI）が導入された。 

 

(4) その他 

用語 解説 

ミレニアム開発目標 
(Millennium 
Development 
Goals:MDGs)6 

2000年9月、ニューヨークの国連本部で開催された国連ミレニアム・サミットに参加

した 147 の国家元首を含む 189 の国連加盟国代表は、21 世紀の国際社会の目

標として「国連ミレニアム宣言」を採択した。この宣言と 1990 年代に開催された主

要な国際会議やサミットでの開発目標をまとめたものが MDGsである。MDGsは国

際社会の課題に対して、2015 年までの達成を目指す期限付きの 8 つの目標、21
のターゲット、60 の指標を掲げている。貧困に関する様々な経済的・非経済的指

標が取り上げられているが、その第 1 目標が、「一日 1.0 ドルの未満（2005 年以降

は 1.25 ドル）の絶対的貧困線以下の人口を半減する」という目標である。 
脆弱度分析と地図化

（Vulnerability Analysis 
and Mapping：VAM）

7 

食糧安全保障の観点から、「人々が最低限の厚生水準を維持できないほど、食糧

へのアクセスや食糧消費が急速に低下する可能性」を「脆弱性」と定義し、地域別

の脆弱度を地図化したものが VAM である。WFP が緊急食糧援助を行う際、援助

を最も必要とする人々や地域を選定し、効果的な支援を行うために開発した。 
VAM は、包括的食糧安全保障・脆弱度分析（CFSVA）、食糧安全保障モニタリン

グ・システム、GIS データを用いた空間分析と地図化の 3 つの活動からなる。

CFSVA では、社会政治環境、地理・気象条件、マクロ経済、教育・保健水準、農

業、環境などの観点から食糧安全保障と脆弱性に影響を与える要素を包括的に

分析する。既存のデータに加え、家計調査や市場価格調査などを組み合わせ、

「どのような社会グループ（生計活動や食糧入手手段）が影響を受けやすいか」な

どの分析も行う。 

 

                                                   
6 MDG については国連 MDG 公式ウェブサイト。（http://unstats.un.org/unsd/mdg/default.aspx）一部の情

報については国連広報センター（東京）からも入手可能。（http://unic.or.jp/mdg/index.html） 
7 VAM に関しては WFP VAM ウェブサイト（http://www.wfp.org/food-security） 

http://unstats.un.org/unsd/mdg/default.aspx
http://unic.or.jp/mdg/index.html
http://www.wfp.org/food-security


 

 

略語表 

略語 正式名称 日本語名 

ASA Asssosication for Social Advancement  

BBS Bangladesh Bureaue of Statistics バングラデシュ統計局 

BDHS Bangladesh Demographic and Health 

Survey 

バングラデシュ統計保健調

査 

BHFSNA Bangladesh Household Food Security 

Nutrition Assessment 

バングラデシュ家計食料安

全栄養評価 

BMET Bureau of Manpower and Training 労働力訓練局 

BMMS Bangladesh Maternal Mortality Survey バングラデシュ妊産婦死亡

率調査 

BOI Board of Investment 投資委員会 

BRAC Bangladesh Rural Advancement Committee  バングラデシュ農村向上委

員会 

BURO Basic Unit for Resource and Opportunities 

of Bangladesh 

バングラデシュのための資

源と機会のための基礎ユニ

ット 

CEDAW Convention on the Elimination of All Forms 

of Discrimination Against Women 

女性差別撤廃条約 

CIA Central Intelligence Agency 中央情報局 

CPR Contraceptive Prevalence Rate 避妊率 

DPs Development Partners 開発パートナー 

FPL Food Poverty Line 食料貧困線 

HCR Head Count Rate 貧困率 

HIES Household Income and Expenditure Survey 世帯所得消費調査 

HDI Human Development Index 人間開発指標 

HDR Human Development Report 人間開発報告書 

IEC Information, Education and Communication 情報、教育、通信 

IMF International Monetary Fund 国際通貨基金 

IMR Infant Mortality Rate 乳児死亡率 

ITN Insecticide-Treated Nets 殺虫加工済み蚊帳 

JCS Joint Cooperation Strategy 共同支援戦略 

LCG Local Consultative Groups 地域諮問グループ 

LLIN Long Lasting Impregnated Nets 殺虫剤含浸蚊帳 

MDGs Millenium Development Goals ミレニアム開発目標 



 

 

略語 正式名称 日本語名 

MMR Maternal Mortality Ratio 妊産婦死亡率 

MoEF Ministry of Environment and Forest 環境森林省 

NHDR National Human Development Report 国別人間開発報告書 

NPL Nonfood Poverty Line 非食料貧困線 

NSAPR National Strategy for Accelerated Poverty 

Redution 

貧困削減を加速させるため

の国家戦略 

OCHA Office for Coordination of Humaniterian 

Affairs 

国連人道調整局 

OECD Organisation for Economic Co-operation 

and Development 

経済協力開発機構 

PG Poverty Gap 貧困ギャップ 

PRSP Poverty Reduction Strategy Paper 貧困削減文書 

SPG Squared Poverty Gap 二乗貧困ギャップ率 

SSNP Social Saftety Net Programmes 社会保障プログラム 

UN United Nations 国際連合（国連） 

UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画 

UNESCO United Nations Educational, Scientific and 

Cultural Organisation 

国連教育科学文化機関 

UNICEF United Nations Children’s Fund 国連児童基金 

USAID United States Agency for International 

Development 

アメリカ合衆国国際開発庁 

WB World Bank 世界銀行（世銀） 

WFP World Food Programme 世界食糧計画 
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図表 1 主要指標一覧（2000-2010 年）8

 

 
 

主要指標一覧 【 バングラデシュ 】 

    
  

指 標 項 目 2000年 2008年 2009年 
2010

年 

2010年
の  地
域平均
値 

  地表面積（1000km2
） 144  144  144  144  n.a. 

  人口（百万人） 129.6  145.5  147.0  148.7  1,632.9  

  人口増加率（％） 1.9  1.1  1.1  1.1  1.4  

社 出生時平均余命（歳） 65  68  68  69  65  

  妊産婦死亡率（ /10 万人） 400  n.a. n.a. 240  220  

会 乳児死亡率（ /1000 人） 62.0  42.5  40.5  38.6  49.7  

  一人当たりカロリー摂取量（kcal/1 日）
*1 2,309  2,378  2,481  n.a. n.a. 

指 初等教育総就学率(男)(％) n.a. n.a. n.a. n.a. 107.4  

  初等教育総就学率(女)(％) n.a. n.a. n.a. n.a. 105.0  

標 中等教育総就学率(男)(％) 47.4  42.5  47.1  48.4  60.6  

  中等教育総就学率(女)(％) 49.0  48.5  51.5  54.5  55.3  

等 高等教育総就学率(％) 5.5  8.7  10.6  n.a. 15.3  

  成人識字率（15 歳以上の人口の内：％） n.a. n.a. 55.9  n.a. 61.6  

  絶対的貧困水準（1 日 1.25＄以下の人口比：％） 58.6  n.a. n.a. 43  n.a. 

  失業率(％) 3.3  n.a. 5.0  n.a. n.a. 

  GDP（百万 US ドル） 47,125  79,554  89,360  100,357  2,047,966  

  一人当たり GNI（US ドル） 380  570  640  700  1,167  

  実質 GDP 成長率(％) 5.9  6.2  5.7  6.1  8.7  

  産業構造（対 GDP 比：％）  

 

      

     農業 25.5  19.0  18.7  18.6  18.3  

     工業 25.3  28.5  28.7  28.5  27.0  

     サービス業 49.2  52.5  52.6  53.0  54.8  

  産業別成長率(％)  

 

      

経    農業 7.4  3.2  4.1  5.2  5.9  

 
    工業 6.2  6.8  6.5  6.5  7.2  

済    サービス業 5.5  6.5  6.3  6.5  8.5  

  総資本形成率（対 GDP 比：％） 23.0  24.2  24.4  24.4  31.8  

指 貯蓄率（対 GDP 比：％） 17.8  15.8  17.2  17.8  27.3  

                                                   
8 JICA 研究所にて年 3 回改定。https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html
（2012/10/04 アクセス） 

https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html
https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html
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 消費者物価上昇率（インフレ：％） 2.2  8.9  5.4  8.1  7.6  

標 財政収支（対 GDP 比：％） n.a. -1.0  -1.7  n.a. -3.9   
 中央政府債務残高（対 GDP 比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.  

 貿易収支（対 GDP 比：％） -5.2  -8.4  -7.1  -6.6  -5.1  

  経常収支（対 GDP 比：％） -0.6  1.2  4.0  2.1  n.a. 

  外国直接投資純流入額（百万ドル） 280  1,010  713  917  27,919  

  対外債務残高（対 GNI 比：％） 31.8  26.4  24.4  22.8  19.2  

  DSR（対外債務返済比率：％） 10.5  5.0  5.6  4.7  6.4  

  総外貨準備高（輸入支払い可能月数） 1.8  2.6  5.1  4.3  7.4  

  総外貨準備高（百万ドル） 
1,516  5,787  10,342  

11,17

5  

345,56

0  

  名目対ドル為替レート
*2 52.14  68.60  69.04  69.65  n.a. 

  (Taka per US Dollar: Period Average)           

        政 政治体制：共和制。議院内閣制           

 治 憲法：1972 年 12 月 16 日公布 

    

  

 指 
元首：大統領。ｼﾞﾙﾙ・ﾗｰﾏﾝ（Zillur RAHMAN）。間接選挙制。任期 5 年。2009 年 2 月 12 日就

任  

 標 議会：一院制。350 議席。うち 50 議席は各党に配分の女性枠。任期 5 年  

 *3 
内閣：大統領が議会多数派指導者を首相に指名。首相 ｼｪｲｸ・ﾊｼﾅ・ﾜｾﾞﾄﾞ（Sheikh HASINA 

Wajed）。2009 年 1 月 6 日発足 

       出典 World Development Indicators Online (September 2012) World Bank 

       *1  FAO Food Balance Sheets (June 2012) FAOSTAT Homepage 

       *2  International Financial Statistics Online (October 2012) IMF 

     *3  世界年鑑 2012 共同通信社 

注 ●地域平均値は南アジアの数値（地域分類は別添参照） 

       ●「人口」、「GDP」、「外国直接投資純流入額」及び「総外貨準備高」の「2010 年の地域平均値」においては、地域の総数を示

す 

  ●妊産婦死亡率の数値は WHO・ユニセフ・国連人口基金（UNFPA）の評価を反映した推定値 

  ●総就学率は、学齢人口に占める就学者総数（年齢を問わない）の割合であるため、数値が 100 を超えることがある 
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中央政府歳入・歳出 【バングラデシュ】
2007年 2008年 2009年
(十億ﾀｶ) (十億ﾀｶ) (十億ﾀｶ) （百万US$)* 対GDP比**

歳入 500 623 697 10,101 10.7% 対ドルレート

　租税収入 380 481 529 7,658 8.1% 69.04

　社会保障 0 0 0 0 0.0%

　贈与受取 16 24 17 253 0.3%

　その他 104 117 151 2,191 2.3%

歳出 476 593 696 10,081 10.6% GDP(現地通貨)
　人件費 118 122 132 1,907 2.0% 6,546

　財貨・サービス 62 74 87 1,254 1.3%

　固定資本減耗 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

　利払い 104 136 152 2,195 2.3%

　補助金 25 52 67 975 1.0%

　贈与支払 68 75 92 1,334 1.4%

　扶助費 47 60 83 1,207 1.3%

　その他 53 75 84 1,210 1.3%

非金融資産の純増 87 82 103 1,494 1.6%

財政収支 -63 -52 -102 -1,474 -1.6%

2009年

総支出内訳（目的別分類）【バングラデシュ】
2007年 2008年
(十億ﾀｶ) (十億ﾀｶ) (十億ﾀｶ) 内訳 （百万US$)* 対GDP比**

総支出 563 675 799 100.0% 11,575 12.2%

　一般サービス 206 269 302 37.8% 4,381 4.6%

　国防 62 66 62 7.8% 899 0.9%

　公安 39 45 53 6.6% 763 0.8%

　経済関連 54 81 133 16.6% 1,926 2.0%

　　農林水産業 32 58 71 .. 1,032 1.1%

　　エネルギー 2 4 2 .. 28 0.0%

　　鉱工業・建設業 0 0 0 .. 2 0.0%

　　運輸 25 23 24 .. 347 0.4%

　　通信 0 0 0 .. 4 0.0%

　環境保全 0 1 1 0.1% 8 0.0%

　住宅・生活関連施設 47 41 52 6.6% 760 0.8%

　保健・医療 41 45 51 6.3% 734 0.8%

　ﾚｸﾘｭｴｰｼｮﾝ・文化 7 7 9 1.1% 126 0.1%

　教育 93 102 113 14.1% 1,634 1.7%

　社会保障・福祉 13 18 24 3.0% 344 0.4%
注：総支出内訳における総支出には非金融資産の純増を含む 会計年度は7月〜6月

*：対ﾄﾞﾙ換算ﾚーﾄはOfficial Rate, Period Average  出典はInternational Financial Statistics (Online) October 2012 IMF 

**：GDPの出典はThe World Economic Outlook October 2012 IMF Homepage

出典　Government Finance Statistics (Online) September 2012 IMF

2009年2009年
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《ＤＡＣ諸国・国際機関》 （支出純額、単位：百万ドル）

暦年 うち日本 合計
2007年 英国 245.57 ｵﾗﾝﾀﾞ 99.45 ｶﾅﾀﾞ 60.24 米国 49.14 ﾄﾞｲﾂ 43.06 -6.59 673.88

2008年 英国 252.53 米国 93.19 ｵﾗﾝﾀﾞ 84.74 ｶﾅﾀﾞ 82.06 ﾄﾞｲﾂ 65.89 41.13 822.54

2009年 英国 250.08 ｵﾗﾝﾀﾞ 70.35 ﾄﾞｲﾂ 67.30 米国 63.82 ｶﾅﾀﾞ 52.45 14.09 717.64

暦年 その他 合計
2007年 IDA 420.53 ADB 204.38 EU Ins. 101.45 GFATM 24.93 UNDP 16.42 55.69 823.40

2008年 IDA 623.52 ADB 305.07 EU Ins. 194.48 GFATM 33.82 GAVI 28.28 38.89 1,224.06

2009年 ADB 154.62 EU Ins. 131.87 IDA 94.30 GAVI 27.10 GFATM 24.04 68.34 500.27

注：年の区切りは1月～12月の暦年。DAC集計ベース

出典：ODA国別データブック 2011　外務省

4位 5位1位 2位 3位

1位 2位 3位 4位 5位

対バングラデシュＯＤＡ実績
《我が国》 （支出純額、単位：百万ドル）

暦年 政府貸付等 無償資金協力 技術協力 合計
2006年 -278.88 252.27 19.16 -7.45
2007年 -172.91 147.15 19.18 -6.59
2008年 -767.56 785.54 23.15 41.13
2009年 -54.12 36.96 31.25 14.09
2010年 -45.20 30.99 38.39 24.19
累計 -225.22 4,863.20 724.19 5,362.17

対バングラデシュＪＩＣＡ事業実績 （単位：億円）

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 累計
　円借款（承諾額） 397.49            387.92            -               599.69            7,740.37          

　　　　　 （実行額） 43.20             79.26             86.00             138.52            

　無償資金協力 12.15             8.80               1.15               7.06               

　技術協力 21.90             25.03             24.11             29.04             614.49            

（うち機材供与） 0.36               0.27               0.06               0.69               54.20             

対バングラデシュＪＩＣＡ技術協力人数実績 （単位：人）

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 累計
　研修員受入 207 205 267 1,349 7,442

　専門家派遣 99 176 210 274 2,152

　調査団派遣 88 191 198 226 3,961

　協力隊派遣 25 50 39 27 1,109

　その他ボランティア 0 2 2 1 13
注：年の区切りは日本の会計年度(4月～3月)。無償は当年度供与限度額（JICA実施監理案件）

出典： JICA事業実績
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図表 2 HDI 指標（1980-2010 年） 

 

（出所） UNDP(2012a) ‘Bangladesh Country profile: Human Development Indicators’ 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/BGD.html （2012/10/04 アクセス） 

 

図表 3 HDI 指標（1980-2011 年） 

 
（出所）UNDP(2012b) ‘Bangladesh: HDI values and rank changes in the 2011 Human Development Report’ 

p. 2 http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf （2012/10/15 アクセス）  

 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/BGD.html
http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf
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図表 4 MDG 指標（1990/1991, 2010 年） 
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（出所）UNDP (2012d) ‘The Millennium Development Goals Bangladesh Progress Report 2011’ p.13, 29, 

37, 47, 55, 65, 75, 85 http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf 

（2012/10/15 アクセス） 

http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf
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地図 1 バングラデシュ全土地図 

 
（出所）UNDPウェブサイト http://www.un.org/Depts/Cartographic/map/profile/banglade.pdf （2012/10/04 

アクセス） 

 

http://www.un.org/Depts/Cartographic/map/profile/banglade.pdf
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図表 5 地域別貧困率 

 
（出所）BBS(2009) ‘Poverty Map of Bangladesh’ 
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I. 貧困状況の概観 

バングラデシュ人民共和国（以下バングラデシュ）は、1996 年以降、経済成長率は 5％

から 6%と高水準を保っている9。国民の約 45％が農業セクターに従事している一方で、

GDPの約 53％がサービスセクターによって支えられている。また、中東諸国を中心とした

海外出稼ぎ労働者が増加し10、GDPに対する海外出稼ぎ労働者の送金額は 2010-11 年には

10.53％を占める規模になっている11。インフォーマルセクターの占める割合も高く、GDP

の 43％といわれている12。 

1991/92 年から 2010 年のバングラデシュの貧困率（Head Count Ratio：HCR）の推移は、

56.6%から 31.5％と減少している。都市部、農村部とも HCR は減少傾向にあるが、2010

年の都市部の HCR は 21.3%であるのに対し農村部は 35.2%と 10 ポイント以上高く、都

市・農村の格差が見られた（図表 6）。 

図表 6 貧困率の推移（1991-2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) ‘The Millennium Development Goals Bangladesh Progress Report 2011, p.15 

http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf （2012/10/15 アクセス） 

                                                   
9 GDP 成長率の推移を見てみると、2007 年から 2009 年にかけて世界金融危機の影響を受け、GDP 成長

率は 2008-09 年には 5.7％まで減少した。しかし、緩やかに経済は回復し 2010-11 年には 6.7%にまで回

復している（CIA (2012)より）。 
10 CIA (2012) ‘The World Factbook: Bangladesh’ 

https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bg.html （2012/10/15 アクセス） 
11 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2011; Chapter-X Disability, Migration 

& Remittance, Micro Credit, Crisis & Crisis Management’ pp.145-146 
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 
12 ADB(2012) ’Informal Sector and Informal Employment in Bangladesh’ 

http://www.adb.org/sites/default/files/pub/2012/informal-sector-informal-employment-bangladesh.pdf 
（2013/1/25 アクセス） 

http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf
https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bg.html
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf
http://www.adb.org/sites/default/files/pub/2012/informal-sector-informal-employment-bangladesh.pdf
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また、管区別では上位貧困線を用いた場合、2010 年最も HCR が低かったのはチッタゴ

ン管区で26.2%である一方で、最もHCRが高かったのはロングプール管区で46.2%であっ

た。この 2つの管区では 20 ポイントもの格差がある。このように、都市・農村格差ととも

に、地域格差もバングラデシュの貧困の特徴のひとつである。 

図表 7 地域別貧困率の推移（CBN法による）（2005 年、2010 年13） 

 

（出所）BBS (2011) p.62 

 

1991/92 年の全国のジニ係数は 0.388 であったが 2010 年には 0.458 まで増加しているこ

とから、所得格差は拡大している。都市部では 2000 年から 2010 年にかけてわずかにその

不平等度は緩和されたが、全体をみると農村部よりも都市部の方が不平等度は高い。 

                                                   
13 ランプル管区は新しく 2010 年ではラジシャヒ管区（新）と分かれて測定されているが、2005 年ではこ

の 2 管区に別れる前のラジシャヒ（旧）で測定されている。 
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図表 8 ジニ係数（1992 年-2010 年） 

 

（出所）UNDP(2012d) p.18 
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II. 貧困削減のための政策枠組み  

1. 貧困削減戦略及び目標の現状 

(1) 国家開発計画・戦略の概要 
バングラデシュは国家開発戦略として 2005 年に第一次貧困削減戦略文書（Poverty 

Reduction Strategy Paper: PRSP）（NSAPR 2004/05-2006/07）が策定され、1 年延長の

後、2008 年の選挙管理内閣時に第二次 PRSP（NSAPR 2008/09-2010/11）が策定された。

この第二次 PRSP は 2008 年 12 月のハシナ首相率いるアワミ連盟新政権発足後、新政権

の方針に沿う形で 2009 年 12 月に改定が行われた。また、アワミ政権は同年、バングラ

デシュの独立 50 周年に当たる 2021 年までに中所得国となることを目指す包括的政策と

して「ビジョン 2021」（図表 9 参照）を掲げた。 

図表 9 ビジョン 2021 
項目 概要 

1. 民主主義と効果的な

議会 
効果的に議会を運営することで、説明責任を果たし信頼性の高い民主的な政治

体制を構築する。 
2. 脱中央権化と人々の

参加 
地方政府は開発プログラムの実施に重要な役割を果たすため、参加型の草の根

レベルの政治システムを構築する。 
3. 法整備と汚職の排除

による良い統治 
立法機関の独立を保ち政府・行政の汚職を排除したグッドガバナンスを目指

す。 
4. 政治文化の変革 民主的で透明性の高い政治文化を創造する。 
5. 汚職のない社会 可能な限りの手段を持って汚職を根絶する。 
6. 女性のエンパワメン

と平等の権利 
1997年の女性政策の下に女性の平等な権利の確保と、直接選挙において女性議

員に100議席を確保する。 

7. 経済開発とイニシア

ティブ 

a.ベーシック・ヒューマン・ニーズを満たす。 
b.人口と労働：2021 年までに労働人口の 85％の雇用を創出する。 
c.貧困削減：2021 年までに貧困を 15％に削減する。 
d.食料と栄養：2012 年までに人口 85％の栄養需要を満たす。 
e.保健：2021 年までに最低摂取カロリーを 2,122kcal に、感染症の根絶、全て

の人へ基礎保健サービスと衛生設備を供給する。 
f.教育：2014 年までに非識字率を 0％にする。また、教育の質を向上させると

共に、科学・技術教育に注力する。 
g.産業：2021 年までに産業化の基礎を築く。 
h.エネルギー：8,000 メガワット（2015 年まで）2 万メガワット（2021 年）の

電力生産を目指す。 
i.インフラ：陸・海・空全ての交通網と通信設備を拡大するとともに都市部の

交通渋滞の緩和に努める。 
j.住宅：2015 年までに全ての人々に住居で生活できるようにする。 
k.環境：移民政策と気候変動・地球温暖化への対応、環境汚染の緩和。 
l.水資源：インド、ネパール、ブータンと共に包括的な水資源安全保障政策に

取り組む。 

8. 国際社会におけるバ

ングラデシュ 

a.自由化の実現：若者の国造りへの参加を促進する。 
b.文化：バングラデシュの文化、文学、音楽、スポーツのの繁栄のための障害

を取り除くと共に、更なる発展を目指す。 
c.外交政策： friendship towards all and malice towards none政策外交を進め

る。 
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（出所）BOI (2009) ‘Government Vision 2021’ 

http://boi.gov.bd/about-bangladesh/government-and-policies/government-vision-2021?format=pdf 

（2012/10/17 アクセス）を基にMURC作成。 

 

2010 年 6 月には「ビジョン 2021」を実現するための戦略としてバングラデシュ政府は

長期計画（Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021）14を策定した。第二次PRSP以降は

この五カ年計画にPRSPの役割を集約することとなっている。現在は第 6 次五カ年計画

（2011-2015 年）を実施しており、長期計画実現のために第 7 次五カ年計画（2016-2020

年）も実施予定である。これを支援する形で、日本、バングラデシュ政府を含めた 18 の開

発パートナー（Development Partners: DPs）は「共同支援戦略（Joint Cooperation Strategy: 

JCS）15」に署名した。18DPsは「JCS アクションプラン」を承認しこれをパリ宣言及び

アクラ行動計画に基づく援助効果の向上、開発効果を目指し、NSAPR-II及び 5 カ年計画に

整合した形で実施している。 

(2) PRSPの概要 16 
バングラデシュ政府は貧困削減を主目的として、2005 年 10 月に第一次 PRSP となる [ 

「Unlocking Potentila: National Strategy for Accelerated Poverty Reduction」を策定した。

ここでは、貧困削減を加速するためのロードマップとして、4つの戦略ブロックと4つの支

援戦略が提示されている。これらは特に「Pro-Poor の経済成長」、「人間開発」、「ガバ

ナンス」に注力した構成となっている。 

 

第二次PRSPは新政権発足後、アワミ政権の方針に沿った形で 2009 年 12 月に改定が行

われた。なお、同改訂版第二次PRSP（NSAPR-II）においては 5 つの戦略ブロックとして、

「貧困削減に資する経済成長のためのマクロ経済環境の安定」、「貧困削減に資する経済

成長のための重点分野拡充」、「貧困削減に資する経済成長のための必須インフラ整備」、

「社会的弱者に対する保障」、「人間開発」を、「社会参加とエンパワメント」、「グッ

ドガバナンス」、「公共サービスの効果的な供給」、「環境配慮と気候変動との闘い」、

                                                   
14 詳細は UNESCO (2010) ‘Outline Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021: Making Vision 2021 A 

Reality’ 
http://planipolis.iiep.unesco.org/upload/Bangladesh/Bangladesh_Final_Draft_OPP_June_2010.pdf 
（2012/10/17 アクセス）参照 

15 詳細は LCG Bangladesh(2010) ‘Bangladesh Joint Cooperation Strategy 2010-2015: How to work more 
effectively together to deliver real development outcomes’ 
http://www.lcgbangladesh.org/aidgov/JCS/JCS_Signed_document.pdf （2012/10/17 アクセス）参照。 

16 IMF (2005) ‘Bangladesh Poverty Reduction Strategy Paper’ 
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2005/cr05410.pdf  （2012/10/17 アクセス） 

 IMF (2004) `Poverty Reduction Strategy Paper Status Report’ 
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2004/cr04279.pdf （2012/10/17 アクセス） 

 IMF(2003) ‘Bangladesh: Interim Poverty Reduction Strategy Paper’ 
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2003/cr03177.pdf （2012/10/17 アクセス） 

http://boi.gov.bd/about-bangladesh/government-and-policies/government-vision-2021?format=pdf
http://planipolis.iiep.unesco.org/upload/Bangladesh/Bangladesh_Final_Draft_OPP_June_2010.pdf
http://www.lcgbangladesh.org/aidgov/JCS/JCS_Signed_document.pdf
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2005/cr05410.pdf
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2004/cr04279.pdf
http://www.imf.org/external/pubs/ft/scr/2003/cr03177.pdf
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「科学技術を駆使した生産性と効率性の向上」を 5 つの支援戦略として掲げた17（詳細は図

表 10 参照）。 

図表 10 第二次 PRSP の 5 つの戦略ブロックと 5 つの支援戦略 
5 つの戦略ブロック 概要 

貧困削減に資する経済

成長のためのマクロ経

済環境の安定 

財政政策、金融政策、その他のセクターに係る政策を実施することによ

り、短期・長期的な開発ニーズにこたえると共に、Pro-Poor の経済成

長のためのマクロ経済環境の安定を図る。 
貧困削減に資する経済

成長のための重点分野

拡充 

特に「SMEs 開発」、「雇用の創出」、「民間セクター開発」、「農業」、「酪

農」、「林業」、「農村開発」、「水資源開発・管理」、「土地使用政策・管理」、

「都市開発」を重点分野とし、Pro-Poor な成長を目指す。 
貧困削減に資する経済

成長のための必須イン

フラ整備 

「電力・エネルギー分野」、「運輸分野」、「郵便・通信分野」、「居住整備」

を必須インフラとし、整備を進めていく。 

社会的弱者に対する保

障 

特に極度の貧困下で生活する人々、女性、土地を持たない人々などの社

会的弱者に対して「社会保障プログラム（ Social Safety Net 
Programmes: SSNP）」、「食料安全保障」、「災害マネジメント」、「マイ

クロクレジット」、「農村部における非農業活動」を提供することで、人々

の生活を保護していく。 

人間開発 

教育を受けた人々の雇用適正（employability）を高めるための教育の質

の向上を目指すための「教育、訓練、調査」を進める。また、総括的ア

プローチにより「保健、栄養、人口（Health, nutrition and population： 
HNP）」分野における不平等をなくし、全ての人々がこれらのサービス

にアクセスできるようにする。 
5 つの支援戦略 概要 

社会参加とエンパワメ

ント 
女性の地位と権利の向上をめざす。また子ども、極度の貧困者、障害者、

先住民など社会的弱者の参加とエンパワメントを促進する。 
グッドガバメント ガバナンスの向上と汚職の根絶により MDGs 達成を目指す。 
公共サービスの効果的

な供給 
民間・公共、また政府・NGO とのパートナーシップを通して、安価で

信頼性、質の高い公共サービスを提供する。 
環境配慮と気候変動 環境に配慮した開発計画の実施と気候変動への適応・緩和政策の実施。 

科学技術を駆使した生

産性と効率性の向上 

バングラデシュにおける「ナレッジ・ベース・ソサエティ

(knowledge-based society)」実現に向け、保健・医療、農業等さまざま

な分野での ICT の活用・普及を目指す。 
出所）General Economic Divison (2009) ‘Poverty Reduciton Strategy Paper: Steps Towards Changes’ pp. 

xv-xxii http://www.plancomm.gov.bd/NSAPR2%20PRSP-2.pdf （2012/10/29 アクセス）を基にMURC作

成。 

 

 第二次 PRSP 以降は、バングラデシュ政府による長期計画（Perspective Plan of 

Bangladesh 2010-2021）にて PRSP の役割を集約することが決定された。この長期計画で

は、「効果的な統治の確保」、「デジタル・バングラデシュに向けた革新的な人材の確保」、

「福祉社会の創造」、「グローバリゼーションと地域協力課題の克服」、「広範囲の成長

                                                   
17 外務省（2012） 「国別データブック：バングラデシュ」pp.166 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/10_databook/pdfs/02-05.pdf （2012/10/15 アクセス） 
 General Economic Divison (2009) ‘Poverty Reduciton Strategy Paper: Steps Towards Changes’, 

p.4 .http://www.plancomm.gov.bd/NSAPR2%20PRSP-2.pdf （2012/10/29 アクセス） 

http://www.plancomm.gov.bd/NSAPR2%20PRSP-2.pdf
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/10_databook/pdfs/02-05.pdf
http://www.plancomm.gov.bd/NSAPR2%20PRSP-2.pdf
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と食料安全保障の確保」、「開発と福祉のためのエネルギー安全保障の確保」、「インフ

ラストラクチャーの構築」、「気候変動による影響緩和」の 8 つを優先分野として位置付

けた（詳細は図表 11 参照）。 

図表 11 長期計画における 8 つの優先分野 
項目 概要 

効果的な統治の確

保 
効果的な統治は長期計画を達成するために最も重要な項目である。司法整

備、良い統治、効果的な制度は、開発と司法の運営、国家の安全保障、社会

保障のために必須である。効果的なガバナンスにより、貧困層や社会的弱者

をエンパワメントし、経済成長を促進することを目指す。 
デジタル・バング

ラデシュに向けた

革新的な人材の確

保 

初等・中等・高等教育を通して、調査・科学・技術を向上し革新をもたらす

人材を育成し、2021 年までに中所得国且つ高 HDI 諸国入りを目指す。特に

ICT に強い人材を育成し、全てのセクターにおいて ICT を取り入れ、生産性、

効率性の向上を目指す。 
福祉社会の創造 保健、住宅、労働、社会保障、ジェンダー、若者、文化、スポーツ、レクレ

ーション等の分野の福祉を充実させることにより、全ての人々が尊厳を持

ち、貧困や差別、経済・社会的排除、病気に見舞われることなく生活できる

社会を創造する。 
グローバリゼーシ

ョンと地域協力課

題の克服 

グローバリゼーションと地域協力課題の克服を通して、生産性の向上、所得

の成長を目指す。以下が重要主な政策である。 
 安定的な経済成長のためのマクロ経済政策の構築 
 金融サービスと農業・産業・サービス分野におけると起業家精神の促進 
 国際交流、地域協力と貿易の促進 
 観光産業振興  
また、輸出環境を整備することも重要であり、特に国際的な競争力のある出

稼ぎ労働者の育成と所得増加も早急な課題である。 
広範囲の成長と食

料安全保障の確保 
広範囲の成長と食料安全保障は所得と雇用機会を増加させる礎を作る。雇用

を創出すること、都市部と農村部の経済格差を縮小させることが優先課題で

ある。 
また、女性や障害者、女児や子どもの食料安全保障を確保するために、小規

模農家の参加や小規模農業の生産性を高める新グリーン革命等を促進する。

また、気候変動における農業の影響に適応するために、情報シェアや適応能

力の向上も促進する。 
開発と福祉のため

のエネルギー安全

保障の確保 

エネルギー安全保障は長期計画を達成するために最も重要な要素のひとつ

である。長期計画ではエネルギー・ミックスを多様化させ、統合的かつ発展

したエネルギーセクターを構築することが目的とされている。そのためには

以下の計画が立てられている。 
 民間のエネルギーセクターを支援する 
 エネルギー関連の公共セクター機関の輸送統治を確保する 
 エネルギーセクターを支える人材の育成 
 物理的・システム的構造を整えることでエネルギーセクターを支援す

る。 
 自然環境保護 
 太陽光発電・バイオガス等再生可能エネルギーの普及。 

インフラストラク

チャー構築 
人々の安全のためのインフラストラクチャーと交通システムの構築、安全で

信頼性の高い水・電力・パワー・通信・郵便・廃棄物処理システムの供給が

必須である。 
また、都市開発に加えて、様々な形態の交通システム（高速道路、鉄道、水

道、農村道、空港等）を整備する。 
気候変動による影

響緩和 
気候変動の影響の緩和と適応は持続可能な開発にとって必須である。洪水、

熱帯サイクロン、干ばつ、水供給、塩分管理、森林伐採、水・大気汚染、水
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項目 概要 
の酸化等様々な自然災害にまつわる問題が考えられる。特に、雨量の増加に

よる洪水リスクの増大等自然災害対策が早急な課題となっている。 
（出所） Plannning Commission (2010) ‘Outline Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021: Making Vision 

2021 A Reality’ pp. 8-11 

http://planipolis.iiep.unesco.org/upload/Bangladesh/Bangladesh_Final_Draft_OPP_June_2010.pdf 

（2012/10/17 アクセス） 

 

(3) 第 6 次五カ年計画 
現在第 6 次五カ年計画が実施されている。第 6 次五カ年計画では、長期計画とミレニア

ム開発目標の達成に向けて「所得と貧困」、「人材開発（教育・保健・人口）」、「水と衛

生」、「エネルギーとインフラ」、「ジェンダーの平等とエンパワメント」、「環境の持

続可能性」、「ICT」の 7 つ分野に 54 のターゲットが設定されている（図表 12 参照）。

これらのターゲットが達成されることにより、バングラデシュにおいてはビジョン2021と

ミレニアム開発目標のほぼ全てが達成されることになる18。第 5 次五カ年計画（1997-2002

年）では、GDP成長率の増加、食料生産の増加、農業の多様化や保健・教育サービスの普

及のためのイニシアティブが多く実施されたのに対し、第 6 次五カ年計画では、雇用の増

加や貧困削減のための戦略に加えて、環境の持続可能性やICTの普及についても言及され

ている19。 

 

図表 12 第 6 次五カ年計画で設定されているターゲット 
分野 ターゲット 

1. 所得と貧困  計画期間中、毎年平均で実質 GDP 成長率 7.3%を達成する。 
 貧困率を約 10 ポイント削減する。 
 産業セクターの雇用を 17%から 25％に増加することで不完全雇用

者や新規労働者に良い仕事を提供する。 
 生産性の向上によって経済成長を 10%増加させる。 
 熟練海外労働者を 35％から 50％に増加させる。 

2. 人材開発（教育・保

健・人口） 
 初等教育の純就学率を 100％にする。 
 12 年生（12th Class）への就学率を 60%に向上させる。 
 グレード 5 に到達する児童の割合を 55％から 100％に増加する。 
 5歳未満の子どもの死亡率を1,000の出生に対して50人に減少させ

る。 
 乳児死亡率を 1,000 の出生に対して 31 人に減少させる。 
 妊産婦の死亡率を 10 万の出生に対して 143 人に減少させる。 
 12 ヶ月未満の子どもへの麻疹の予防接種の接種率を 100％にする。 
 熟練保健員立会いの出産を 50％に増加させる。 

                                                   
18 Ministry of Planning(2011a) ‘Sixth Five Year Plan FY2011-FY2015 Accelerating Growth and Reducing 

Poverty Prt1 Strategic Directions and Policy Framework’ p.19 
http://www.plancomm.gov.bd/SFYP-PDF-Final%2029-08-2011/SFYP-Final-%20Part-1-17-08-11[1].pdf 
（2012/11/19 アクセス） 

19 Planning Comission (2011a) p.23 

http://planipolis.iiep.unesco.org/upload/Bangladesh/Bangladesh_Final_Draft_OPP_June_2010.pdf
http://www.plancomm.gov.bd/SFYP-PDF-Final%2029-08-2011/SFYP-Final-%20Part-1-17-08-11%5b1%5d.pdf
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分野 ターゲット 
 出生率を 2.2 に減少させる。 
 避妊率（Contraceptive Prevalance Rate：CPR）を 72％にする。 

3. 水と衛生  全ての都市人口に対して安全な飲み水を確保する。 
 農村人口の 96.5%が安全な飲み水にアクセスできるようにする。 
 全ての都市人口が衛生的なトイレにアクセスできるようにする。 
 農村人口の 90％が衛生的なトイレにアクセスできるようにする。 

4. エネルギーとインフ

ラ 
 電力生産を 2021 年の 20,000MW 生産を達成するために、2015 年

までに 15,457MW に増加する。 
 電力供給率を 68％に増加する。 
 エネルギー効率を 10％増加する。 
 炭素放出量を削減するために、鉄道・水路交通とエネルギー効果の

高い多様な交通システムを向上さる。 
 天然ガスの生産を 2015 年までに 4,500 mmcfd にする。 
 再生可能エネルギー生産を最大限に活用する。 
 貧困層の第一次・二次エネルギーのアクセスを拡大させる。 
 Mawa-Janjira の Padma Multipurpose Bridge を 6.51km 建設する。 
 Dhaka Elevated Expressway を約 26km 設置する。 

5. ジェンダーの平等と

エンパワメント 
 女性の男性に対する高等教育就学率を 32%から 60%に増加させる。 
 20-24 歳の女性の男性に対する識字率を現状の 85%から 100%に増

加させる。 
6. 環境の持続可能性  生産林（productive forest coverage）を 2 ポイント増加させる。 

 Clean Air Act の下、ダッカ等の都市の空気の質を向上させる。 
 2015 年までに全ての汚水を綺麗な川の水にする。 
 産業廃水の排出ゼロを促進する。 
 Wetland Conservation Act の下、都市の湿地帯は元の状態に戻され

保護される。 
 乾季のピーク時に最低 10％の湿地帯が水生植物の生息地として保

護される。 
 Jolmahal リース制度を段階的廃止。廃止は貧困層のためになるコミ

ュニティ・ベースの管理に資するように行われる。 
 2015 年までに最低 7 都市に Risk Atlas を開発する。 
 海岸部に 500m 幅の恒久的な緑化地帯を形成する。 
 最低 15 の保護地域と ECAs にエコ・ツーリズムを促進する。 
 包 括 的 海 洋 資 源 計 画 （ Comprehensive Marine Resources 

Management Plan）を開発する。 
 持続可能な土地利用と水利用のための土地区画を完成させる。 
 環境、気候変動と自然災害リスクを削減することが、プロジェクト

デザイン、予算配分、実施の各段階で配慮させる。 
 ダッカとその他の主要都市の運河と天然水の流れが回復される。 

7. ICT  R&D に対する公共投資を 2015 年までに GDP の 1%に、2021 年ま

でに 1.4%に増加する。 
 2013 年までに ICT 必須教育を中等教育に設置し、2021 年までに初

等教育に設置する。 
 全ての組合レベルでインターネット設備のある通信センター、コミ

ュニティ e センターを設置する。 
 公立小学校（primary government school）に 5 台のパソコンが設置

されたコンピューター室を設置する。 
 政府の全ての幹部クラス、また管区において E-ガバナンスを導入す

る。 
 ダッカの全ての警察署に電子 GD と FIR を導入する。 
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分野 ターゲット 
 電話普及率を 70％にする。 
 ブロードバンドを 30％拡大する。 
 無線インターネットを導入する。 
 土地記録のデジタル化を導入する。 

（出所）Ministry of Planning (2011a) pp.20-22  

 

(4) 社会保障政策 
バングラデシュにおける社会保障政策（Social Safety Nets Programmes：SSNP）は主に貧

困層を対象に実施されている。世帯所得消費調査2010（Household Income and Expenditure 

Survery : HIES）によると、バングラデシュの総人口の31.5％が貧困線上に、17.6％が貧困

線以下の慢性的な貧困の下に生活している。彼女/彼らの多くは雇用や土地、資産を持たず、

家計を支えることができないため、援助や公的扶助に頼った生活や、必要最低限の生活水

準以下での生活を強いられている。政府はこのような家族を対象に、極度の飢えを克服し、

家計を支えるための生産的資産（例：家畜等）を得るための現金や現物を供給するSSNPを

実施している。SSNPは2005年に11プログラムが発表され、2010年には30プログラムまで

拡大している20。2010年のプログラムへの予算は20,893.52千万タカ（BDT）21（内訳は図

表 13を参照）であり、国家予算の16.07%、GDPの2.64%を占めていた22。その結果、SSNP

を通して恩恵を受けた家庭の割合は2005年から2010年の間で図表 14の通り増加している。 

 

図表 13 SSNP への予算分配の推移（2009-2010 年） 

 
（出所） MoF (2011) p.202 

 

                                                   
20 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2010: Chapter-IX Social Safety Net’, 

p. 129. http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf 
（2012/10/18 アクセス） 

21 1 タカ（BDT）＝0.979 円（2012 年 9 月 JICA レートより） 
22 MoF (2011) p.201 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf
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図表 14 SNNP による恩恵を受けている世帯の割合（2005 年・2010 年） 

 
（出所）BBS (2011) p. 129. 

 

図表 14 に示した通り、2010 年では国全体で 24.57％の世帯が少なくとも一つ以上の

SSNPプログラムによる恩恵を12ヶ月以内に受けていた。農村部では2005年に15.64％、

2010 年には 30.12％、また都市部では 2005 年に 5.45％、2010年には 9.42％の世帯が恩恵

を受けている。両年とも農村部のほうが 3 割近く多くの割合で SSNP の恩恵を受けている

ことがわかる。 

図表 15 SSNP の恩恵を受けている家庭の割合（地域別：2010 年） 

 
（出所）BBS (2011) p. 130  

 

図表 15 は 2010 年にSSNPの恩恵を受けた家庭の割合を地域別に表したものである。最

も恩恵を受けた地域はクルナ管区であり、クルナ管区全体で 37.30％であった。次いでボ

リシャル管区では 34.43％、ロングプール管区では 33.65%の家庭がSSNPの恩恵を受けた。

全ての地域において農村部でのSNNPの恩恵を受けている家庭の割合が多く、SSNPが農

村部で重点的に実施されていることがわかる23。 

 

SSNPを受けた全国の家庭の内、19.14%の家庭が小学生向けの奨学金（Stipend for 

primary students）を得ていた。また、16.32%の家庭が農業復興（Agricultural rehabilitation）

に、15.85%の家庭が高齢者給付金（Old age allowance）を享受した。ダッカ管区とクルナ

                                                   
23 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2010: Chapter-IX Social Safety Net’,  

p. 130. http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf 
（2012/10/18 アクセス） 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf
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管区は農業復興プログラムの恩恵を最も受けたと推測され、それぞれ 30.32%、24.87%で

ある。これは最も低い割合のロングプール管区の 1.78%とは対照的である24（図表 16 参

照）。 

図表 16 実施された SSNP の種類と恩恵を受けた家庭の割合（2010 年 単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p. 133  

 

図表 17 は 1999-2000 年から 2007-08 年の主なSSNPとその財源配分を表している。

1990 年第後半までSSNPにはGDPの 1％以下の費用しか費やされていなかったが、2007-8

                                                   
24 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2010: Chapter-IX Social Safety Net’ 

pp. 133 http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf 
（2012/10/18 アクセス） 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-09(1).pdf
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年には 1.6%にまで増加した。SSNPの多くは、条件なし給付プログラムであり、食料供給

（food transfers）に関連したプログラムが大半を占めている。SSNPへの支出の割合は、条

件付き、条件なしのプログラム共に、食料供給プログラムの方が現金供給のプログラムよ

りもはるかに多い。2007-08 年には、脆弱なグループへの食料供給プログラムへの支出が

最も多く、500 万人以上にサービスを受給している25。2 番目に大きなプログラムは高齢者

給付金プログラムであり、次いで脆弱層への開発プログラム（Vulnerability Group 

Development）となっている。1999-2000 年から 2007-08 年の間に政府は、世界銀行が支

援する社会保障プログラムが徐々に現金供給型（Conditional Cash Transfer：CCT）の支援

を増やすことに伴い、食料供給プログラムから現金供給プログラムへ少しずつ重点を移し

ている。 Food For Education（FFE）プログラムへの財源配分は減少し、現金給付型教育

支援（Cash For Education）への配分が増加したこと、また Food For Work （FFW）プロ

グラムへの配分が減少しCash for Workへの配分が増加したことなどがその例である26。 

図表 17 主な社会保障プログラムと財源配分（単位：百万 BDT/実質ベース） 

 

（出所）WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging 

the East-West Divide’, p.96 

http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-banglad

esh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide （2012/10/16 アクセス） 

 

2010-11 年のSSNPへの政府の支出額は 11,470 千万BDT（16 億 4,000 万）で、内訳は、

約 44.3%が食料安全保障と災害援助プログラム、23.5%が雇用プログラム、16.2%が給付

金プログラム、15.3%が人間開発と社会的エンパワメントに関するプログラムとなってい

                                                   
25 WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging the 

East-West Divide’, p.96. 
26 WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging the 

East-West Divide’, p.96. 
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-banglad
esh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide （2012/10/16 アクセス） 

http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
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る（図表 18 参照）27。 

 

図表 18 2008 年-2011 年の SNNP への財源分配の推移（単位：千万 BDT） 

 
（出所）UNDP (2012e) p.24 

 

2. 政府による指定貧困地域･集団 
 バングラデシュ政府の策定したビジョン2021では、ジェンダー、年齢、人種、階級、カ

ースト、民族、宗教、地理によって、人々が貧困削減や開発のプロセスから外されてはな

らないことが記されている。特に女性と子どもは貧困に対して脆弱な人々と認識されてお

り、PRSPでも女性の貧困やジェンダーの平等に向けた包括的な政策が必要であること、

                                                   
27 UNDP (2012e) ‘Social Safety Net Volume 2’, p. 24 

http://www.undp.org.bd/info/pub/Social%20Safety%20Net%20Volume-2%20qxd.pdf （2012/10/16 アクセ

ス） 
 

http://www.undp.org.bd/info/pub/Social%20Safety%20Net%20Volume-2%20qxd.pdf
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児童労働やトラフィッキングの防止を含めた児童保護、子どもへの保健、教育サービスの

充実が必要なことが記されている。また、民族的、宗教的、文化的マイノリティや障害者

の社会参加の必要性にも言及している28。 

バングラデシュの人口は 98％がベンガル人で占められており残りの 2％が少数民族や非

ベンガル・ムスリム教徒などで構成されている29。特にバングラデシュの少数民族は総称

してAdivasisと呼ばれており現在約 45 の少数民族が丘陵部と平野部に暮らしている。最も

少数民族が多く暮らすのはChittagong Hill Tracts（CHT）であるが、その他にもChittagong、

greater Mymensingh、greater Rajshahi、greater Sylhet, Patuakhali、Bargunaにも暮らし

ている。主な少数民族にはChakma、Garo、Manipuri、Marma、Munda、Oraon、Santal、

Khasi、Kuki、Tripura、Mro、Hajong、Rakhain等が挙げられ、その人口は 200 万人と推測

されている。バングラデシュ政府はPRSPにてAdivasisは社会的に排除され貧困に特に脆弱

なグループの一つであり特別な配慮の必要なグループとして指定している30。 

なお、地域格差も著しく2010年、最貧困線・貧困線以下で生活する人口の割合が最も高

かったのはロングプール管区（旧ラジシャヒ管区）であり、次いでボリシャル管区であっ

た31。PRSPでは、島やChar、沿岸地域やHaor地域はより資源制約があり、また交通の便

が悪く自然災害に脆弱なため貧困削減においては特別な配慮が必要であると言及してい

る32。なお地域間格差についてはⅢ.2 で詳述する。 

 

                                                   
28 これらを実現するため、政府と少数民族代表との間で 1997年 Chittagong Hills Tracts Treatyが取決めら

れたり、バングラデシュ障害者福祉法（Bangladesh Disability Welfare Act）等の法令が制定されたりし

ている。 
29 CIA Factbook ウェブサイト https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bg.html
（2013/2/1 アクセス） 

30 IMF (2005) p.155 
31 詳細は本稿 lll の 2 を参照。 
32 IMF (2005) p.33 

https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bg.html
https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bg.html
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図表 19 地域別貧困率の推移（CBN法による）（2005 年、2010 年33）再掲 

 

（出所）BBS (2011) p.62 

 

 

                                                   
33 ロングプール管区は新しく 2010 年ではラジシャヒ管区（新）と分かれて測定されているが、2005 年で

はこの 2 管区に別れる前のラジシャヒ（旧）で測定されている。 
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III. 所得貧困による分析 

1. 貧困線とデータ 
バングラデシュでは従来、貧困を測定するための貧困線を設定する際、図表 20 に示し

たように、①世帯構成員 1 人あたりの 1 日のカロリー摂取量（2,112kcal/日を基準）を元

に貧困線を計測するDCI（Direct Calorie Intake）法、②規定の食料エネルギー所要量に等し

いカロリー摂取レベルに必要な月間支出を貧困線とするFEI（Food Energy Intake）法、③

世帯構成員一人当たりの規定のカロリー所要量に見合う食料品（非食料品も含める）など

の基礎的ニーズを賄うために必要な費用のレベルを貧困線とするCBN(Cost of Basic 

Needs)法という 3 つの算定方法が用いられている。なお、1973/74 年度から隔年で実施

されたHousehold Expenditure Survey（HES）においては、DCI 法およびFEI 法による貧

困線が用いられていたが、DCI 法やFEI 法では非食料の消費量が考慮されないこと等に鑑

み、非食料品消費量も含めたCBN 法に基づく貧困線が 1995/96 年より採用された。以来、

CBN法に基づく貧困線が貧困を測る標準的な基準となっている34。 

図表 20 バングラデシュにおける貧困層の測定方法 

 
（出所）Ministry of Finance (2007) ‘Bangladesh Economic Review 2006’ p.171 

http://www.mof.gov.bd/en/budget/er/2006/c13.pdf?phpMyAdmin=GqNisTr562C5oxdV%2CEruqlWwoM5 

（2012/10/17 アクセス） 

 

CBN 法に基づき上位貧困線と下位貧困線という 2 つの貧困線が測定される。その 2 つの

貧困線を構成するのが、食料貧困線と非食料貧困線である。 

 

                                                   
34 詳細は BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Appendix-C 

Poverty Line and Poverty Measures (CBN) pp.181-189 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Appendix1.pdf （2012/10/18アクセス）

参照。 
 

http://www.mof.gov.bd/en/budget/er/2006/c13.pdf?phpMyAdmin=GqNisTr562C5oxdV%2CEruqlWwoM5
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Appendix1.pdf
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 食料貧困線 （Food poverty line：FPL）：基準となる食料（11 品目35）で 1 日の摂取

カロリーの基準である 2,122kcalが摂取できる食料の価格。 

 非食料貧困線 （Nonfood poverty line：NPL）：食料品以外のものにかかる費用36。 

 

上位貧困線と下位貧困線は、非食料品の価格率が変化しないという仮定のもとで、以下

のような定義としている。 

 下位貧困線（Lower poverty line）：食料品と非食料品消費量の合計が食料貧困線と同

等となるレベルの貧困線。 

 上位貧困線（Upper poverty line）：食料貧困線と非食料貧困線の合計によって導き出

される貧困線。 

 

さらに、HIES の 2010 年のデータでは、その正確性を増すための議論が繰り返され、最

終的に以下の 2 点を、貧困を測定するためのオプションとして盛り込んだ。 

 

 2005 年の食料貧困線を、HIES の 2005 年と 2010 年の単価より計算された食料価格の

インフレ率とともに更新する。 

 非食料品価格率の変化を反映させるためにHIESの 2010 年データをもとに非食料貧困

線を再測定する37。 

  

 上記のオプションを用いるのは2005年以来、食料品と非食料品の相対価格が変化してお

り、非食料品の価格率が変化しないという前提が現実的なものではないと判断したためで

ある38。地域により商品やサービスの価格が異なるため、バングラデシュでは 10 の都市部

と 6 の農村部に分け地域別に物価指数を設定しこれを基に貧困線を設定している（図表 21、

図表 22 参照）39。 

                                                   
35 米、麦、豆、牛乳、油、肉、魚、ジャガイモ、その他の野菜、砂糖、果物の 11 品目。 
36 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Chapter-VI 

Measurement of Poverty’ pp. 59-60 
37 BBS (2011) p.60 
38 BBS (2011) p.60 
39 BBS (2011) p.181 
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図表 21 地域別食料物価指数 

 
（出所）BBS (2011) p.186 

図表 22 地域別貧困線 

 

（出所）BBS (2011) p.185 
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2. 貧困状況 - 貧困率、貧困ギャップ率、GINI 分析 

貧困率（Head Count Rate (HCR) of Poverty）は、総人口に対して貧困線以下で生活する

人々の割合を示している。図表 23 と図表 24 は、CBN法によって推定された下位貧困線

と上位貧困線以下で生活する人口の割合の推移を表している。2010 年の貧困率は国内全体

では31.5%、農村部では35.2%、都市部では21.3%であった。一方2005年の貧困率は、国

内全体では 40.0%、農村部では 43.8%、都市部では 28.4%であった。つまり 2005 年から

2010 年の間に国内全体では 8.5%、農村部では 8.6%、都市部では 7.1%貧困率が減少して

いる。1991-92 年の国内全体の貧困率は 56.7%であったことから、この約 10 年間で、

25.2％貧困率が減少しており、MDGsの「2015 年までに貧困を半減する」という目標の達

成に向けた取組みが行われている40。 

一方、最貧困率を見てみると2010年は国内全体では17.6%、農村部では21.1%、都市部

では 7.7％であった。2005 年は国内全体では 25.1％、農村部では 21.1％、都市部では

14.6％であった。つまり 2005 年から 2010 年の間に最貧困率は国内全体では 7.5％、農村

部では 7.5％、都市部では 6.9％減少している。また、1991-92 年の国内全体の最貧困率は

41.1％であり、2010 年の 17.6％と比較すると、最貧困率を貧困測定の基準とするとMDGs

の「2015 年までに極度の貧困を半減する」という目標は達成されたことになる41。 

図表 23 貧困率の推移（CBN法による）（1991/92 年- 2010 年42） 

 
（出所）BBS (2011) p.61 

 

                                                   
40 BBS (2011) p.61 
41 BBS (2011) p.61 
42 なお、この貧困測定の標準的な誤差は、貧困線を用いた場合で 0.88％、最貧困線を用いた場合で

0.68％と推測されており、これは統計における 96％の信頼区間以内なので問題にはならない。詳細は

BBS (2011) pp.187-190 を参照。  
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図表 24 貧困率の推移（1991－2010 年）再掲 

 
（出所）UNDP(2012) ‘The Millennium Development Goals Bangladesh Progress Report 2011, p.15 

http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf （2012/10/15 アクセス） 

 

図表 25 は、2005 年と 2010 年の管区ごとの農村部と都市部における貧困率と最貧困率

を表している。2010 年、最も貧困率の高かったロングプール管区（46.2％）、次いでボリ

シャル管区（39.4％）、クルナ管区（32.1％）と西部と南部の貧困率が高い傾向が見られる。

一方でチッタゴン管区は貧困率が最も低く（26.2％）、次いでシレット管区（28.1％）、ラ

ジシャヒ管区（29.8％）であった。チッタゴン管区は貧困率が目覚しく改善し、2005 年

34.0％から2010年には26.2％まで減少している。これは特にチッタゴン管区の都市部にお

いて著しく貧困率が減少されたこと（2005 年の 27.8％から 2010 年には 11.8％と、16 ポイ

ント減少している）が大きく反映されている。このような貧困率の削減はその他の管区に

おいても都市部において顕著に見られる43。 

また、2010 年最も最貧困率が低いのはチッタゴン管区（13.1％）、次いでクルナ管区

（15.4％）、ダッカ管区（15.6％）となっている。2005 年から 2010 年の間に最貧困率が

最も減少した管区はクルナ管区（16.2％）、次いでボリシャル管区（8.9％）となっており、

シレット管区では 2005 年と 2010 年に大きな変化がみられなかった（それぞれ 20.8％、

20.7％）44。 

                                                   
43 BBS (2011),p.63. 
44 BBS (2011) p.63. 

http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf
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図表 25 地域別貧困率の推移（CBN法による）（2005 年、2010 年45） 再掲 

 

（出所）BBS (2011) p.62 

 

 貧困ギャップ率（Poverty Gap: PG）と二乗貧困ギャップ率（Squared Poverty Gap: SPG）

はCBN法を用いて測定された上位貧困線と下位貧困線により算出される。図表 26 は、

2005 年と 2010 年の地域別の貧困ギャップ率と二乗貧困ギャップ率を表している。貧困ギ

ャップ率は貧困人口の貧困の深度（the depth of poverty of the population）を測定してい

る46。 

 下位貧困線を用いると、2010年の国内全体の貧困ギャップ率は3.1％であり2005年比で

1.5％減少している。上位貧困線を用いると、2010 年の国内全体の貧困ギャップ率は 6.5％

であり 2005年比では 2.5％減少している。これらの 2005年から 2010年間の貧困ギャップ

率の減少は、上位貧困線以下で生活する人々の平均消費レベルが改善されたことを示して

いる。また、下位貧困線を用いると、チッタゴン管区の貧困ギャップ率が 2010 年に 2.2％

であり最も低く、ボリシャル管区が 5.4％と最も高かった。上位貧困線を用いると、シレ

ット管区の2010年の貧困ギャップ率が最も低く4.7％であり、逆に最も高かったのが2005

                                                   
45 ランプル管区は新しく 2010 年ではラジシャヒ管区（新）と分かれて測定されているが、2005 年ではこ

の 2 管区に別れる前のラジシャヒ（旧）で測定されている。 
46 BBS (2011) p. 65 
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年のボリシャル管区の貧困ギャップ率であり 15.5％であった47。 

 二乗貧困率は、貧困の重度（severity of poverty）を測るものである。国内全体では下位

貧困線を用いると二乗貧困率は 2005 年には 1.3％、2010 年には 0.8％であり、また上位貧

困線を用いると 2005 年は 2.9％、2010 年は 2.0％であり、共に二乗貧困率はこの 5 年間で

減少した。上位貧困線を用いると、2010 年の二乗貧困率が最も低いのはシレット管区であ

り 1.3％であった48。 

                                                   
47 BBS (2011) p. 65. 
48 BBS (2011) p. 67. 
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図表 26 CBN法による地域別貧困ギャップ率と二乗貧困ギャップ率（2005 年、2010
年）49 

 

（出所）BBS (2011) p.64 

 

                                                   
49 なお貧困ギャップ率の標準的な誤差は下位貧困線を用いると 0.15％、上位貧困線を用いると 0.24％で

ある。また、二乗貧困ギャップ率の標準的な誤差は下位貧困線を用いると 0.05％、上位貧困線を用いる

と 0.09％となる。これらの誤差は、統計における 96％の信頼区間以内である。詳細は BBS (2011) 
‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Appendix D’ pp.187-190 参照。 
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図表 27 貧困ギャップ率の推移（1992-2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p.18 

 

図表 28 は、国民所得に占める最貧困層50の所得の割合の推移（1991-92 年から 2010 年）51

を表している。1991-92 年の割合は国内全体で 6.5％であったが、2005 年には 5.26％、2010

年には 5.22％にまで減少している。これは、富裕層と貧困層での収入による不平等が拡大

していることを意味している。そのため、バングラデシュ全体の経済成長の恩恵を貧困層

が享受できるような施策が必要とされている52。 

図表 28 国民所得に占める最貧困層の所得の割合の推移（1991-92 年～2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p.17 

 

                                                   
50 ここでの最貧困層は所得を五分位階級別で分けた際の最低階級の世帯グループを指す。 
51 1990 年の国内消費に占める最貧困層の消費の割合の基準は、1991-92 年の BBS による Household 

Expenditure Survey の指標に含まれていなかったため存在しない。そのため最貧困層の国内所得は代理

的指標(a proxy indicator)を用いている。 
52 UNDP(2012d) p.17 
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図表 29 は、国内消費に占める最貧困層の消費の割合を 2005 年と 2010 年で比較したも

のである。国内全体では 2005 年 8.76％から 2010 年には 8.85％と約 1.00％増加している。

農村部、都市部とも増加しているが、都市部の増加の割合の方が大きい53。これは、都市部

の方が生活にかかる費用が農村部よりも高くなっていることが想定され、消費額の増加に

もつながっていると考えられる。 

図表 29 国内消費に占める最貧困層の消費の割合（2005 年・2010 年） 

 

（出所）UNDP(2012d) p.18 

 

図表 30 は、1992 年から 2010 年の全国、農村部、都市部の不平等度（ジニ係数）の推

移を表している。バングラデシュでは急速な経済成長に伴い、マクロ的な貧困率の低下に

成功している一方で、富裕層と貧困層の間の不平等が大きくなっている。図表 30 が示し

ているように、1990年代に不平等度は急速に高まっており、全国のジニ係数は 1991-92年

には 0.388 であったが 2000 年には 0.451 に、2010 年には 0.458 へと悪化している。都市

部では2000年の0.497から2010年の0.452とわずかにその不平等度は緩和されているが、

農村部では、2000 年の 0.393 から 2010 年には 0.43 と悪化している。全体を通すと都市部

の方が農村部よりも不平等度が高いことがわかる54。またジニ係数を、2000 年と 2010 年

を比較すると、格差は拡大しているものの、2005年までは拡大、2005 年から 2010 年の間

にはわずかながらが格差縮小の傾向が見られ、経済成長とともに格差が拡大し、その後格

差は縮小傾向となるというクズネッツのU字仮説にしたがっているように見える。 

                                                   
53 UNDP(2012d) p.18 
54 UNDP(2012d) p.18 
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図表 30 ジニ係数（1992 年-2010 年）再掲 

 

（出所）UNDP(2012d) p.18 

 

図表 31 は十分位階送別所得分配とジニ係数の推移を表している。これによると、最貧

困層と最富裕層の格差が非常に高いことがわかる。2010 年最底辺の 5％の家庭の所得は国

内のわずか0.78%であったのに対し、上位5％の家庭の所得は24.61%を占めていた。2000

年と 2005 年とを比較すると、上位 5％の家庭の所得が占める割合は 28.4%から、26.93%

と減少傾向にある。一方で最底辺 5％の家庭の所得が占める割合は 2000 年の 0.93%から

2005 年には 0.77%と減少した。また、第一分位から第五分位の所得の割合は 2000 年から

2005年にかけてわずかに減少し、2005年から2010年ではほとんど変化しなかった。2010

年の第一分位から第五分位に所属する人口の割合は 50％を超えるにもかかわらず、所得の

合計の割合はわずか 20.33%であった。また、第六分位から第十分位の所得の割合は、第

十分位を除き増加傾向にあった55。 

                                                   
55 BBS (2011) pp.29-30, MoF(2011) pp.199-200 
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図表 31 十分位階層別所得分配とジニ係数の推移（2000-2010） 

 

（出所）MoF (2011) p.199 
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IV. 所得貧困以外による分析 

1. 人間開発指標のトレンド、地域･国際比較 

バングラデシュの 2011 年のHDIは 0.500 と低く、HDIを測定している 187 の国と地域の

内 146 位であり、低人間開発グループと位置付けられている。しかし、低人間開発グルー

プの平均は 0.456 であり、1990 年以降バングラデシュは同グループの平均以上を保ってい

る。一方で、南アジア地域の 2011 年HDI平均の平均は 0.548 であり、バングラデシュはこ

れを下回っている。1980年から 2011 年の間にバングラデシュのHDIは 0.303から 0.500と

65.0％増加している（図表 32 参照）。1980 年から 2011 年の間に平均寿命は 55.2 歳から

68.9 歳と 13.7 歳延び、平均就学年数は 2.0 年から 4.8 年に改善している。また一人当たり

の純GNIは 1980 年の 584 米ドルから 2011 年には 1,529 米ドルと 162％増加した56。 

図表 32 バングラデシュにおける HDI の動向（1980 年-2011 年） 

 
（出所）UNDP(2012b) ‘Bangladesh: HDI values and rank changes in the 2011 Human Development Report’ 

p. 2 http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf （2012/10/15 アクセス） 

 

2. MDGs 達成状況（1990 年、2007 年、現状と目標値の比較） 

図表 33 は MDGs の達成状況を表している。「貧困」、「初等教育への純就学率」、「初

                                                   
56 UNDP(2012b) ‘Bangladesh: HDI values and rank changes in the 2011 Human Development Report’ p.2 

http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf （2012/10/15 アクセス） 

http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf
http://hdrstats.undp.org/images/explanations/BGD.pdf
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等・中等教育におけるジェンダーの平等」、「子どもと妊産婦の死亡率の減少」、「飲料水

の供給の向上」、「衛生」において順調に成果をあげている。一方で、「貧困と飢餓の削

減と雇用の創出」、「初等教育の修了率と成人の識字率の向上」、「より適切な女性向け

の賃金労働の創出」、「熟練した保健分野の専門家の増加」、「正確で包括的な HIV/AIDS

の知識の普及率の増加」、「IT の普及」がより一層の努力が必要な分野として挙げられる。

以下では各目標の達成状況の概要について説明する。 

(1) 目標 1：極度の貧困と飢餓の撲滅 
貧困と飢餓の撲滅については、バングラデシュは一定の成果をあげている。実際、バン

グラデシュの経済成長はここ数年で 6％を超え、経済成長が貧困削減に大きく貢献してい

るとされている。この成長は、平均寿命の増加や出生率の低下といった影響ももたらして

いる。実際に、貧困は 1991-92年から 2010年の 10年間に 56.6％から 31.5％まで減少して

いる。HIES2010 によると、1992 年から 2010 年の間に年率 2.46％の貧困減少に成功して

おり、これはMDGのターゲットである 2.12％を上回るものとなった。また、バングラデシ

ュはすでにMDGのターゲットのひとつである「2015 年までに貧困ギャップ率を 6.5％まで

削減する」という目標を達成している。このペースが続けば、「2015 年までに貧困線以で

生活する人口を半減する」（56.6％から 29％へ削減）という目標は 2015 年以前に達成され

ると見込まれている57。 

(2) 目標 2：普遍的な初等教育の達成 
「教育機会の平等」、「退学の減少」、「初等・中等教育の修了率の改善（improvement in 

the completion of the cycle）」、「初等教育における高い質を確保する基準のためのプログ

ラムの実施」という点で進歩が見られた。バングラデシュでは、「初等・中等教育の就学

におけるジェンダーの平等」という目標をすでに達成している。「2011 年までに全ての対

象となる年齢の子どもに初等教育を就学させる」ため、政府は包括的な「国家教育政策」

（National Education Policy）を実施している。しかし、地域によって修了率は異なってい

る。初等教育の修了率と成人の識字率向上、教育の質を高めることが課題となってい

る58。 

(3) 目標 3：ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上 
バングラデシュは目標 3「初等・中等教育就学におけるジェンダーの平等」は全国レベル

では既に達成している。これは、「農村部の女子を対象とした奨学金給付と学費免除」や

「中等教育における女子への奨学金制度」といった政府による女子に注力した政策による

成果である。バングラデシュ政府は女性差別撤廃条約（Convention on the Elimination of All 

Forms of Discrimination Against Women: CEDAW）による目標を達成することを誓ってお

り、「北京宣言及びアクションプラン」とバングラデシュ憲章（Bangladesh Constitution）

                                                   
57 UNDP(2012d) p.1 
58 UNDP(2012d) pp.1-2 
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にはMDGsの達成が明記され、女性の社会進出のための国家政策（National Policy for 

Women’s Advancement）と「女性の持続可能な開発を確保する一連のプログラム」も採用

された。また、2008 年の国政選挙では総議席数の約 19％の女性議員が当選をし、女性の

政治参加も目覚しい成果を挙げている。しかし、賃金労働に従事する女性の数はいまだに

少なく、5 人に 1 人のみが非農業セクターの賃金労働に従事している59。 

(4) 目標 4：乳幼児死亡率の削減 
バングラデシュでは過去 10 年で乳幼児の死亡率の減少に成功している。実際、1990 年

には 1,000 人の新生児に対して 146 人の死亡率であったが、2009 年にはその数字は 50 人

にまで減少した。これは他の MDGs 達成を目指す国々と比較しても大変顕著であり 「The 

Millennium Countdown to 2015」（UNICEF,2008）では、バングラデシュは「MDG4 が順調

な成果をあげている 16 か国」に選ばれた。この成功の理由は、総合的な経済・社会開発の

効果とともに「予防接種」、「下痢性疾患」、「ビタミン A 供給」のためのプログラムが

成功したことが挙げられている。 

(5) 目標 5：妊産婦の健康状態の改善 
最初のMDGsレポートによると、1990年の妊産婦の死亡率は10万人の出産に対して574

人であった。しかし、バングラデシュ妊産婦死亡率調査（Bangladesh Maternal Mortality 

Survey：BMMS）によると、2001 年には 322 人、2010 年には 194 人とこの 9 年間に 40％

減少した。基準年からの平均減少率は約 3.3％であり、MDGで目標に掲げている平均削減

率の3.0％を上回っている。また、BMMS2001と2010によると生殖可能な年齢の女性の死

亡率はこの 9 年間に減少している60。 

(6) 目標 6：HIV/AIDS、マラリア、その他の疾病の蔓延阻止 
バングラデシュにおける感染症対策は一定の成果が上がっている。例えばHIV/AIDSの有

病率は 0.1％とされており、これは「感染症レベル」以下の数値である。またマラリア対策

として「質の高い診断と効果的な治療（90％のマラリアのケースに対して実施）」、「蚊帳

（Long Lasting Impregnated Nets: LLIN, Insecticide-Treated Nets: ITS）使用の促進（2015

年までに 100％「the three hill districts」の家庭に普及、80％残りの「10 high burden districts」

に普及）、「マラリアの治療と予防啓発のための重点的な情報・教育・コミュニケーショ

ン（Information, Education and Communication: IEC）キャンペーン」61等が実施され、マ

ラリアによる死亡率は大幅に削減した。全国結核普及調査（National Tuberculosis 

Prevalence Survey） 2007-2009 によると、15 歳以上の新規の発症者数は人口 10 万人に対

して 79.4 人であった62。 

                                                   
59 UNDP(2012d) p.2 
60 UNDP(2012d) p.2 
61 UNDP(2012d) p.3 
62 UNDP(2012d) p.3 
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(7) 目標 7：環境の持続可能性を確保 
バングラデシュは気候変動による海面上昇で水害の最大の被害国のひとつになると予測

されている。具体的には 2020年までに 10cm、2050 年までに 25cm、2100年までに 1m海

面が上昇すると予測されており、これにより2020年までに2％、2050年までに4％、2100

年までに 17.5％の国土が失われると予測されている。バングラデシュは社会林業（social 

forestry）による成果が国際的にも知られており、特に自作農場とプランテーション（strip 

plantations）のプログラムの成功が有名である。社会林業の成功に反して、非効率な政策・

対策により自然林の保護は進んでいない。 

現在、陸地と海洋の保護率（the proportion of terrestrial and marine area protected）は

2.15％であり目標値である 5％には遠く及ばない。ヒ素汚染を考慮しないデータによると

2009年、バングラデシュの人口の97.8％が改善された水源にアクセスしており、ヒ素汚染

を考慮した場合では 86％、また 62.7％の人々が改善された公衆衛生施設にアクセスしてい

る。しかし、全ての人が安全な水へアクセスすることはいまだ課題となっている63。 

 

                                                   
63 UNDP(2012d)p.3 
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図表 33 MDG の達成状況 
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（出所）UNDP(2011) ‘Millennium Development Goals: Bangladesh Progress at a Glance’ 

http://www.undp.org.bd/mdgs/MDGs%20Score%20card.pdf （2012/10/15 アクセス） 

 

3. 食料安全保障、脆弱性分析 

1990-92 年から 2003-05 年の間のバングラデシュにおける栄養不良の人口の割合は図表 

34 の通りで、1990-92 年では約 36％の人々が栄養不良であったが、2003-05 年には 27％に

まで減少している。ただし 1990 年以降、バングラデシュの人口は増加しているため、実際

の栄養不良の人口は大きく減少していない64。 

図表 34 栄養不良の人口の割合（単位：パーセント）1990-92 年～2003-05 年 

 

（出所）USAID(2009) ‘USAID Office of Food for Peace Bangladesh Food Security Country Framework FY 

2010- 2014’ p. 14 http://transition.usaid.gov/our_work/humanitarian_assistance/ffp/bangladeshfscf.pdf 

（2012/10/16 アクセス） 

 

図表 35は、1990-92年から2003-05年のバングラデシュにおける飢餓の強度を現してい

る。飢餓の強度とは、最低摂取カロリーと栄養不良の人々が摂取している平均カロリーの

差を表している。これが 200kcal 以内であれば強度は弱く、300kcal 以上だと強度は強いと

される。この測定方法に従うと、1995/97 年は飢餓の強度は 320kcal から 2003/05 年には

290kcal まで減少した。 

                                                   
64 USAID(2009) p. 15  

http://www.undp.org.bd/mdgs/MDGs%20Score%20card.pdf
http://transition.usaid.gov/our_work/humanitarian_assistance/ffp/bangladeshfscf.pdf
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図表 35 飢餓の強度（単位：kcal/人/日） 

 
（出所）USAID(2009) p. 15  

 

図表 36 は、2004 年から 2011 年の 5 歳未満の子どもの栄養状態の推移を表している。

これによると、発育不良の子どもの割合は 2004 年の 51％から 2010 年には 41％と 10 ポイ

ント減少した。減少傾向は低体重の子どもの割合にも見られ、2004 年の 43％から 2010 年

には36％に減少した。一方で、痩せ型の子どもの割合は前述のような一貫性はなく、2004

年の 15％から 2007 年には 17％に増加し 2011 年には 16％に減少した65。 

図表 36 5 歳未満の子どもの栄養状態の推移（2004-2011 年） 

 
（出所）NIPORT (2011) p.33 

 

図表 37 は、1990 年から 2015 年の最低消費カロリー以下のエネルギーを消費する人口

の割合を表している。2,122kcalを最低消費カロリーと設定した場合、2015 年までの達成

目標である 24％に対して、現在は 2015 年には 36％となり目標達成が困難と予想されてい

                                                   
65 NIPORT (2011) p.32 
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る。同様に最低消費カロリーを 1,805kcalと設定した場合も、2015 年の目標値は 14％であ

るのに対し、現在は 15％とわずかに目標には及ばないと予測されている66。 

図表 37 最低消費カロリー以下のエネルギーの摂取人口割合（推移と予測） 

（1990 年～2015 年）（単位：％） 

 
（出所）UNDP(2012d) p.22 

 

図表 38 は地域別、ジェンダー別に見た食料の不安定性（food insecurity）を表している。

バングラデシュ世帯食料安全栄養評価（Bangladesh Household Food Security Nutrition 

Assessment：BHFSNA）2008－2009 によると、ボリシャル管区とラジシャヒ管区は他の

管区と比べて食料消費量が少ないことが示されている。また、同調査では女性を世帯主と

する家庭の方が男性を世帯主とする家庭より、また農村部の方が都市部よりも食料へのア

クセスが不安定であることも示されている67。食料の不安定性が生じる理由は、貧困下の

人々が十分な量と質の食料にアクセスできないこと、安定した食料生産が保証されていな

いことが挙げられる68。 

                                                   
66 UNDP(2012d) p.22 
67 UNDP(2012d) p.23 その他の理由として、人々の栄養に関する知識の欠如も挙げられている。 
68 BBS(2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Chapter-V Consumption 

of Food’ p.45 http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-05.pdf 
（2012/10/18 アクセス） なおその他の理由として、人々の栄養に関する知識の欠如も挙げられている。 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-05.pdf
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図表 38 地域別・ジェンダー別に見た食料の不安定性（2008-2009 年） （単位：％） 

 
（出所）UNDP(2012d) p.23 

 

4. 社会的に排除されたグループの存在と貧困指標の関わり 

(1) 出稼ぎ労働者と貧困との関わり 
図表 39 は、国内外への出稼ぎ労働者を有する家庭の割合を表している。これによると、

12.28％の家庭において国内（管区から管区への出稼ぎ等）外への何らかの出稼ぎ労働者を

有している。その内、8.60％が海外への出稼ぎに行っている。また都市部は 8.33％、農村

部は 13.72%と、出稼ぎ労働者を有している家庭の割合は、農村部の方が大きい。これは

農村部の方が貧困率が高いという傾向を鑑みると、貧困への対応策としての出稼ぎ労働と

いう現象がみてとれる。この傾向は、国内外どちらの出稼ぎにおいても見られる。また、

都市部、農村部とも海外への出稼ぎの割合の方が国内への出稼ぎの割合よりも大きい（図

表 40 参照）69。 

                                                   
69 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2011; Chapter-X Disability, Migration 

& Remittance, Micro Credit, Crisis & Crisis Management’ pp.143 
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf
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図表 39 国内外への出稼ぎ労働者を有する世帯の割合（2010 年）（単位：％） 

 
（注）図表 41 での農村出稼ぎ労働者の割合の高さと比して、出稼ぎ労働者を抱える世帯の割合が低い理

由としては、農村部の世帯構成員数が都市部よりも多いため、1 つの世帯から多くの出稼ぎ労働者を輩

出しているという可能性が考えられる。 

（出所）BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2011; Chapter-X Disability, 

Migration & Remittance, Micro Credit, Crisis & Crisis Management’ p.143 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 

 

図表 40 国内外への出稼ぎ労働者の割合（2010 年）（単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.144 

 

図表 41 は、出稼ぎ労働者の男女の割合を表している。全国では、97.17％の出稼ぎ労働

者が男性であり、わずか 2.83％が女性であった。これはバングラデシュでは、女性の就労、

特に農村部の女性が農村部外で就労することの社会的な難しさを表している。この傾向は

農村部と都市部とも同様となっている。一方、これらの出稼ぎ労働者の内、82.49％が農

村部、17.51％が都市部の出身であり、農村部からの出稼ぎ労働者がバングラデシュ出稼

ぎ労働者数の大半を占めることがわかる70。 

                                                   
70 BBS (2011) p.144 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf
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図表 41 出稼ぎ労働者の男女の割合（2010 年）（単位：％） 

 

（出所）BBS (2011) p.144 

 

図表 42 は出稼ぎ労働者の出稼ぎ先と男女の割合を表している。これによると、出稼ぎ

労働者全体の内、33.30％が国内に 66.70％が海外に出稼ぎに行っていることがわかる。同

様の傾向が男性出稼ぎ労働者に見られ、男性出稼ぎ労働者の内、32.51％が国内に 67.48％

が海外に出稼ぎ労働を行っている。一方、女性出稼ぎ労働者の場合この割合がほぼ逆転し、

国内への出稼ぎ労働者の割合が 60.17％、海外への出稼ぎ労働者の割合が 39.83％となって

いる71。 

図表 42 出稼ぎ労働者の出稼ぎ先と男女の割合（2010 年）（単位：％） 

 

（出所）BBS (2011) p.144 

 

2001-02 年から 2010-11 年のバングラデシュ人の海外出稼ぎ労働者数は増加傾向にあり、

2007-08 年には 98 万 1,000 人にまで増加した。その後出稼ぎ労働者数は減少傾向にあり、

2010-11 年には、41 万 9,000 人にまで減少している。出稼ぎ労働者数は 2007-08 年以降減

少傾向にあるが、送金額は 2001-02年以降増額し続けており、2010-10年には 116億 5,000

万米ドルと過去最高額を記録した72（図表 43 参照）。 

 

                                                   
71 BBS (2011) p.144 
72 Ministry of Finance (2012) ‘Bangladesh Economic Review 2011: Chapter 3 Price, Wage and 

Employment’ p.31 http://www.mof.gov.bd/en/budget/12_13/ber/en/chapter-3_en.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） なお、国外への出稼ぎ労働者はバングラデシュにおいて深刻な失業率の削減と経済開発の促進の

ために奨励されている。具体的には海外出稼ぎ労働と送金をサポートするための穏やかな条件の融資を

行うことに特化した「Probasi Kaylan Bank」が設立された。また、国際市場のニーズに応えられる熟練

移民労働者を育成するために「National Skill Development Council」の機能が強化された。 

http://www.mof.gov.bd/en/budget/12_13/ber/en/chapter-3_en.pdf
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図表 43 労働力の輸出と送金額の推移（2001-02 年～2010-11 年） 

 

（出所）Ministry of Finance (2012) p.32. 

 

図表 44 は、過去 5 年以内の海外への出稼ぎ労働者の年齢と性別の割合を地域ごとに表

している。全国では男女とも 25歳から 34歳の出稼ぎ労働者の割合が最も高く 41.50%とな

っており、全ての地域、性別において同様の傾向が見られる73。 

図表 44 海外への出稼ぎ労働者の年齢・性別の割合（2005-2010 年）（単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.145 

 

 図表 45 は海外への出稼ぎ労働者からの送金額の割合を地域別に表している。10 万～

14.9 万BDTの送金額が最も多く、全体の 28.57％を占めていた。次に割合の大きな送金額

は 5 万～9.9 万BDTであり、全体の 25.57％を占めている。また、各家庭への平均送金額が

                                                   
73 BBS (2011) p.145 



 

 42 

最も高いのはチッタゴン管区への送金であり（16 万 7,900 BDT）、次いでシレット管区（16

万 3,600 BDT）となっている。一方で最も平均送金額が低かったのはボリシャル管区（9 万

4,930 BDT）となっている。また出稼ぎ労働者の送金額が最も多かったのはチッタゴン管区

への送金であり、送金総額の 39.82％を占め、次いでダッカ管区への送金が 35.47％となっ

ている74。 

図表 45 管区別出稼ぎ労働者からの過去 12 か月の送金額の割合（2005-2010 年） 
（単位：％） 

 

（出所）BBS (2011) p.145 

 

図表 46は、2001年から2011年のスキル別の海外出稼ぎ労働者数の推移を表している。

労働力・訓練局（Bureau of Manpower and Training: BMET）によると、海外出稼ぎ労働者

の内約半数が技術を持たないことが明らかになっている。図表 46 が示しているように、

2011年の専門家の出稼ぎ労働者はわずか 1,192人であり、1万人を超えていた 2002年から

2004 年と比較すると大きく減少していることがわかる75。 

                                                   
74 BBS (2011) pp.145-146 
75 Ministry of Finance (2012)p.33 
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図表 46 スキル別出稼ぎ労働者の推移（2001 年-2011 年） 

 

（出所）Ministry of Finance (2012) p.33 

 

図表 47 に示したとおり、バングラデシュの海外出稼ぎ就労国は、サウジアラビア、ク

ウェート、UAE、バーレーン、オマーン、マレーシア、シンガポールの 7 か国が中心であ

り、2001年から2011年の出稼ぎ労働先の80％は中東諸国となっている。2001年には海外

出稼ぎ労働者の約 72％がサウジアラビアで就労していたが、2011 年には 3％まで減少した。

一方、UAEには 2001 年の約 9％から 2011 年の約 49％を占めるほど就労者が増加した。さ

らに、上記 7 か国以外への出稼ぎ労働者の割合も 2001 年から 2011 年で大幅に増加してい

る76。 

図表 47 国別海外出稼ぎ労働者数の推移（2001 年-2011 年） 

 

（出所）Ministry of Finance (2012) p.34  

                                                   
76 Ministry of Finance (2012) p.34 
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図表 48 は 2001-02 年から 2010-11 年の国別に見る海外出稼ぎ労働者による送金額の推

移を表している。中東諸国（サウジアラビア、UAE、カタール、オマーン、バーレーン、

クウェート）が送金の大半を占めているが、国別に見ると 2010-11 年ではサウジアラビア

に次いで、米国からの送金額が多くなっている。2001-02 年時と比較すると、サウジアラビ

アからの送金額の割合は、45.9％から 28.2％に減少している。一方で、この 10 年間にUAE

からの送金額の割合は 9.3％から 17.2％に増加した。送金額の増加傾向は、米国、英国、マ

レーシア、シンガポールからの送金でも同様であった77。 

 

図表 48 国別 海外出稼ぎ労働者による送金額の推移（2001-02 年-2010-11 年） 

 

（出所）Ministry of Finance (2012) p.35 

 

(2) 女性と貧困との関わり 
図表 49は、1990-92年から2010年の15歳以上の男女別の就業率の割合を表している。

男性の就業率は 1990-92 年より 80％を超えている。一方、女性の就業率は 1990-91 年に

14.0％、2005-06年に 29.2％、2010年に 36.0％と増加傾向をたどっているものの依然男性

の就業率と比べて非常に低い水準となっている。そのためバングラデシュ全体の就業率78

も 59.3％（5,670 万人）に留まっている79。このことからもバングラデシュにおいては、い

まだに女性にとって社会的に就業を得ることは難しく、それによる所得の獲得も困難な状

況になっていることが分かる。 

                                                   
77 Ministry of Finance (2012) p.35  
78 バングラデシュの労働人口は 15 歳以上 64 歳以下の総人口を指す。 
79 UNDP(2012d) p.19 
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図表 49 15 歳以上の男女別の就労率80の割合（1990-91 年～2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p.19 

 

図表 50 は、1991-92 年から 2010 年の女性の非農業分野（製造業、サービス業）におけ

る女性の賃金労働者の割合の推移を表している。この指標は女性がどの程度賃金労働にア

クセスでき、同分野において女性にどの程度労働市場が開かれているか81を測る指標とな

っている82。バングラデシュ労働力調査（Labour Force Survey）によると、1990 年には女

性の非農業分野に従事する女性の賃金雇用率は 19.1％、2005-06 年には 14.6％に減少し、

2010 年には 19.87％まで回復したが（図表 51 参照）、女性の非農業分野における賃金労

働への参加は、衣類製造業を除き限定的となっている83。このような限定的な女性の労働

市場への参加が、女性の貧困率改善の障害となっている。 

                                                   
80 バングラデシュの労働力の定義は、15 歳以上で、週 1 時間以上の就労実績があるものを「雇用された」

労働者としている。そのため、労働力人口にはインフォーマルの労働者も含まれていると考えられる。 
81 これは、女性への雇用機会均等だけではなく、労働市場と経済のキャパシティの柔軟性によりもたらさ

れる経済の効率性にも影響を及ぼす。 
82 この指標は非農業分野に従事する総労働人口に対する非農業分野に従事する女性の労働者数で求められ

る。 
83 UNDP(2012) pp. 40-41 
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図表 50 非農業セクターにおける女性の賃金労働者の割合の推移（1991 年-2010 年） 

 

（出所）UNDP(2012d) p. 40 

 

 

バングラデシュの女性の就業率は低い水準にとどまっているものの、いわゆるインフォ

ーマルセクターでの就業が多いとされる。例えば、バングラデシュ国内に 4 万以上あると

される米の精米所では、多くが近代的な機会もなく、多くが女性の手作業で精米が行われ

ているという84。また、建設現場においても、劣悪な環境のもと、レンガを砕いたり、石を

運んだりする業務に従事していることが多いとされる。 

 

図表 51 女性の就業率と男女の労働力参加率・失業率の推移（1990 年－2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p. 41 

 

図表 52 は 1991 年から 2011 年の女性の議員数とその割合の推移を表している。1991 年

は12.37％、1996年は13.03％、2001年は12.42％、2008年は18.85％、2011年は19.71％

                                                   
84 News Today http://www.newstoday.com.bd/index.php?option=details&news_id=22680&date=  

http://www.newstoday.com.bd/index.php?option=details&news_id=22680&date=
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と概ね増加傾向にある。2008 年から 2011 年には女性議員数（reserved seats for women）

は 45人から 50人に増員された他、両年とも女性議員数以外に 19名の女性議員が直接投票

によって国会議員となった。また現在の内閣には過去最大の 6 名の女性議員が入閣してい

る85。 

図表 52 女性の議員数とその割合の推移（1991 年－2011 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p. 41 

 

 貧困を測定する基準として賃金は重要な指標の一つである。賃金は労働者の従事する

産業や職業、経験や技術により異なる。貧困削減のためにはより生産性の高い職業への雇

用が必要とされている。また、季節や自然環境への影響やインフレの影響に対応すること

も、安定的な賃金を供給するのに必要となる。BBS の National Accounting Wingは、性別・

地域・職業・教育水準ごとに労働者の賃金に関する調査を行った。これによると、女性は

男性の平均賃金の約 8～9 割程度の賃金水準にとどまっており、農村部ではこの割合が 6～

7 割とさらに低い水準にとどまっている（図表 53）。さらに、教育程度の低い女性はさら

に男性との賃金格差が大きい傾向が見られる（図表 54）。 

世代別の男女の賃金格差は、都市部よりも農村部の方が大きい傾向が見られ、35 歳未満

ではその格差が相対的に低いものの、農村部では特に 36歳以上の女性の賃金格差が大きく

なっていることが分かる（図表 55）。 

 

                                                   
85 UNDP(2012d) p. 41 
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図表 53 地域・性別の平均日給（2009-2010 年 単位：BDT） 

 
（出所）BBS(2011) ‘Wage Rate of Working Poor in Bangladesh, 2009-10’ p.15 

 

図表 54 教育水準別日給率（2009-10 年 10-12 月 単位：BDT） 

 

（出所）BBS(2011) ‘Wage Rate of Working Poor in Bangladesh, 2009-10’ p.17 
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図表 55 労働者の年齢別日給率（2009-10 年 10-12 月 単位：BDT） 

 

（出所）BBS(2011) ‘Wage Rate of Working Poor in Bangladesh, 2009-10’ p.17 
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V. 貧困に影響を与えている国内外の要因 

1. 国特有の事項 

(1) 世帯の特徴と貧困との関わり 
 図表 56 は 2005 年と 2010 年の世帯構成員数と貧困の割合を表している。2010 年の国

内全体での下位貧困率が最も低かったのは 1-2 人の世帯で 7.5％（農村部 9.3％、都市部

2.8％）であった。これは 2005 年の同人数の世帯（国内全体 8.8％、農村部 10.2％、都市部

4.2％）と比較して、国内全体、農村部、都市部の全てにおいて下位貧困率が減少している。

一方で、2010 年で下位貧困率が最も高い家庭は 7-8 人で構成されており 28.2％であった。

上位貧困率についても同様であり、家族の構成員が増えると貧困の割合は高まる傾向があ

るといえる86。 

図表 56 世帯構成員数別の貧困の割合（2005 年・2010 年）（単位：％） 

 

（出所）BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Chapter-VI 

Measurement of Poverty’ p.66 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-06.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 

 
                                                   
86 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Chapter-VI 

Measurement of Poverty’ p. 66 
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-06.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 

http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-06.pdf
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-06.pdf
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 図表 57 は 2005 年と 2010 年の世帯主の年齢と貧困の割合を表している。2005 年と

2010 年共に、最貧困線を用いた場合と貧困線を用いた場合では、世帯主の年齢が「29 歳以

下」から「30 歳以上から 39 歳以下」のグループにおいて貧困率が上昇し、「40 歳以上か

ら 49 歳以下」のグループ以降からは減少の傾向にあった。貧困率の増加が最も低かったの

は 60 歳以上を世帯主とする家庭であった87。 

図表 57 世帯主の年齢と貧困の関係（単位：パーセント）2005 年・2010 年 

 
（出所）BBS (2011)  p.67 

 

図表 58 は世帯主のジェンダー、婚姻区分、宗教別に 2005 年と 2010 年の貧困の割合を

表したものである。2005 年、2010 年とも貧困線、下位貧困線を用いた場合でも、また都市

部、農村部ともに、女性を世帯主とする世帯の方が貧困の割合が低かった88。例えば、2010

年の国内全体の下位貧困率は女性を世帯主にする世帯では、26.6％であり、男性を世帯主と

する家庭では 32.1％であった。同年の農村部での下位貧困率は女性を世帯主とする世帯で

は 29.3％、都市部では 17.5％であるのに対し、男性を世帯主とする世帯では 35.9％、都市

部では 21.7％であった89。 

婚姻区分と貧困では、全ての地域・年代において上位貧困線と下位貧困線ともに、未婚

者を世帯主とする世帯の貧困の割合が最も低く、離婚者または未亡人を世帯主とする世帯

の貧困の割合が最も高かった。例えば 2010 年には、世帯主が既婚者場合 31.4％（17.5％）、

未婚者の場合 23.3％（10.7％）、離婚者または未亡人の場合 33.9％（19.4％）の世帯が貧困

                                                   
87 BBS (2011) p.67 
88 女性を世帯主とする家計世帯の方が貧困の割合が低いことについて、背景等に関する資料は該当しな

い。 
89 BBS (2011) p.68 
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となっている（前者が上位貧困線での割合、括弧内が下位貧困線での割合）。しかし、2005

年から 2010 年の間に全ての地域、婚姻区分において上位・下位貧困率共に減少している90。 

また宗教別に貧困の割合を見てみると 2010 年、国内全体の上位貧困率はイスラム教徒を

世帯主とする世帯は 31.6％、非イスラム教徒を世帯主と場合は 31.1％と差は見られない。

一方で同年の下位貧困率は、イスラム教徒を世帯主とする場合 17.8％、非イスラム教徒を

世帯主とする場合 15.5％と、イスラム教徒を世帯主とする世帯の方が最貧困率は低かった91。 

図表 58 世帯主のジェンダー・婚姻区分・宗教と貧困の関係（2005 年・2010 年）（単

位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.68 

 

(2) 雇用と貧困 
図表 59 は 2005 年と 2010 年における世帯主の就業分野別の貧困の割合を国内全体、農

村部、都市部について貧困線と最貧困線を用いて表したものである。2010 年のHIESの調

                                                   
90 BBS (2011) p.69 
91 BBS (2011) p.69 



 

 53 

査によると、貧困率はサービス業に従事する世帯主の家庭が最も高く 44.2％、次いで製造

業・運輸業に従事する世帯主の家庭が 41.0％、農業・林業・漁業が 37.0％となっている。

最貧困率においても同様の傾向が見られた。一方で2005年の貧困率は、農業・林業漁業に

従事する世帯主の世帯の貧困率が最も高く 48.2％、次いで事務従業者と公務員は 44.1％、

製造業・運輸業が 42.2％であり、この傾向は最貧困率でも同様となっている92。 

図表 59 就業分野別貧困の割合（2005 年、2010 年）（単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.71 

 

また、図表 60 の通り、農業分野での日雇い労働者の貧困率が農村部、都市部共に高い。

次いで非農業分野の日雇い労働者の貧困率も高くなっている。 

                                                   
92 BBS (2011) pp.71-72 
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図表 60 職業別、都市部･農村部別貧困率の割合（2005 年）（単位：％） 

 
（出所）WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging 

the East-West Divide’  p.40 

http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-banglad

esh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide （2012/10/16 アクセス） 

 

 バングラデシュの雇用と労働について、特に貧困層が多く従事しているインフォーマル

セクター（非正規雇用・労働）93と就労に関して整理を行った。バングラデシュではインフ

ォーマル経済が国の経済を支えるための重要な役割を果たしている。実際バングラデシュ

においては、正規雇用の多くが首都のダッカや第 2 の都市チッタゴンに集中し、多くの貧

困層が生活する農村部には、正規の就業機会は極めて少ない。図表 61 は産業別にインフォ

ーマル・フォーマルセクターのGDPの内訳を表している。これによると、インフォーマル

セクター全体のGross Value Added（GDV）は 2 兆 8,705 億BDTでGDPの 43.0%を占めて

いる。GVAの大きい上位 3 インフォーマル・セクターは農業（9,420 億BDT）、商業（6,697

億BDT）、製造業（4,575 億BDT）であった。 

                                                   
93 インフォーマルセクターでの活動とは、市場で販売できる製品を世帯内で生産したり、低い品質の製品

を低い水準の技術を用いて生産する活動であり、労働や資本との区別、または世帯と生産運営との区別

が明らかでない活動のことを意味する（ADB(2012) p.6）。 

http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-assessment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide
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図表 61 フォーマル/インフォーマルセクターの GDP 内訳（単位：10 億 BDT） 

 
（出所）ADB(2012)p.28 

 

 また、産業別にインフォーマル・フォーマルセクターの GDV の割合を見ると、農業の

GDV は 94％がインフォーマルセクターによって占められていた。その他、商業（67％）、

漁業（45％）、ホテル・レストラン（42％）もインフォーマルセクターの GDV の割合が高

かった。（図表 62 参照）。 

図表 62 産業別 フォーマル/インフォーマルセクターの GDV の割合（単位：％） 

 
（出所）ADB(2012)p.28 

 

図表 63 はインフォーマルセクターの従事者の特徴について年齢・性別・地域・職業別

に表したものである。これによると、バングラデシュの労働人口は 5,671 万人であり、男

性が 69.7％（3,951 万人）、女性が 30.3%（1,721 万人）を占めている。生計を立てるため
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の本業としてインフォーマルな企業（informal enterprises）を営む人口は 4,164 万人であり、

農村部では 76.0%とその割合が高かった94。 

 

図表 63 性別・地域別の労働人口とその特徴（単位：千人、％） 

 
（出所）ADB(2012)p.10 

 

バングラデシュでは男性の非正規雇用率は 86.8%に対し女性は 92.6%と男性より高くな

っている。また、農村部（92.3％）の方が都市部（76.0%）よりも非正規雇用率は高い。こ

れは、農村部の農業セクターの多くが非正規雇用でまかなわれているためである（図表 64

参照）。 

                                                   
94 ADB(2012) p.10 
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図表 64 地域別正規・非正規労働者数（2009 年） 

 

（出所）BBS (2010) p.6 

 

図表 65 地域・性別別 労働者の雇用状況（単位：％）（2010 年） 

 
（出所）ADB(2012) p.11 

 

 また、図表 66・図表 67 は地域別・性別の労働者の従事する仕事の形態とその割合につ

いて表している。これによると、就労者の大多数にあたる 88.5%は非正規の仕事（informal 

job）をしており、正規の仕事（formal job）を行っている人の割合はわずか 11.5%であった。

また、複数の仕事を所有している就労者のうち、86.1%が非正規の仕事に従事しており、

12.4%が正規と非正規の両方に従事していた。わずか 1.5%の就労者が複数の正規の仕事に
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従事していた95。 

 地域別に見ると、正規雇用にて一つの仕事に従事している就労者は都市部では 23.9%、

農村部では 7.7%と都市部の方が農村部に比べ正規雇用の割合が高かった。一方で農村部で

は、91.5%が非正規労働に従事していた。また正規労働と非正規労働の複数に従事する労

働者（0.1%）と複数の非正規労働に従事する労働者（0.7%）も見られた96。 

 

図表 66 地域別での労働者の業務従事数と形態（単位：％）（2010 年） 

 
（出所）ADB(2012) p.11 

 

 またジェンダー別にみると、一つの正規労働に従事する割合は男性が 13.2％、女性

7.4%と男性の方が圧倒的に多かった（図表 67 参照）。 

図表 67 ジェンダー別 労働者の従事する仕事の数と形態（単位：％） 

 

（出所）ADB(2012) p.11 

 

 図表 68 は労働者の雇用形態と就業分野を表している。これによると、被雇用者が最も多

                                                   
95 ADB(2012) p.10 
96 ADB(2012) p.11 
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い形態は、フォーマルセクター企業での非正規労働者（1,028 万人）であり、次いでインフ

ォーマルセクターに従事する非正規労働者が 926 万人、農業セクターに従事する非正規労

働者が 686 万人となっている97。 

図表 68 主要職業別 労働者数（単位：千人） 

 

（出所）ADB(2012) p.12 

 

また、図表 69 は地域別の正規・非正規労働者数の割合を表している。これによると、

どの管区においても 8 割以上が非正規労働者であったが、中でもラジシャヒ管区が最も非

正規労働者の割合が高く 93.0%次いでシレット管区が 91.2％、クルナ管区が 90.8%であっ

た。一方で、非正規労働者の割合が比較的低かったのはダッカで 84.3％、チッタゴンが

86.5％、バリサイ管区が 88.7％であった98。 

図表 69 地域別 正規/非正規労働者数の割合（単位：％） 

 
（出所）ADB (2012) p.12 

 

                                                   
97 ADB (2012) p.12 
98 ADB (2012) p.12 
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前述の通り、バングラデシュにおいて男性の労働者数は女性の労働者数に比べて圧倒的

に多い。これは正規・非正規雇用の両方にあてはまる。特に正規雇用においてより男性の

占める割合が高く女性が 19.2%に対し男性は 80.8%であった。一方、非正規雇用において

は女性の割合がやや高くなり男性 68.9%であるのに対し女性は 31.1％であった99。 

図表 70 雇用形態別 労働者男女比（単位：％） 

 

（出所）ADB (2012) p.13 

 

 年齢別の雇用状況をみてみると、30-34 歳の雇用率が最も高く 14.1%であった。バング

ラデシュにおける労働人口は 20-49 歳に集中しており、全雇用の 64.3%を占めていた。都

市部・農村部と概ね同様の傾向が見られた100（図表 71 参照）。 

 

図表 71 都市部と農村部における年齢別雇用率（単位：％） 

 
（出所）ADB (2012) p.14 

 

                                                   
99 ADB (2012) p.13 
100 ADB (2012) p.14 
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また、雇用形態ごとの年齢別雇用率を見てみると 15-29 歳では正規労働者（formal 

workers）よりも非正規労働者（informal workers）の割合が大きく最もその割合が大きいの

は 25-29 歳のグループで 14.8％であった。しかし、30-59 歳では正規労働者の割合が多く、

最もその割合が高いのは 30-34 歳のグループで 16.1％であった。60 歳以降は再び非正規労

働者の割合が高くなっている。また、家庭内労働に従事する割合は 30-49 歳の間で特に高

かった（図表 72 参照）。 

 

図表 72 雇用形態ごとの年齢別雇用率（単位：％） 

 

（出所）ADB (2012) p.14 

 

 また、年齢別に正規・非正規雇用の割合を見ると、正規雇用の割合が最も高いのは

50-54 歳のグループで 14.4％であり、次いで 30-34 歳のグループが 13.2％であった。60 歳

を過ぎると、正規雇用の割合は大幅に減少している（図表 73 参照）。 
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図表 73 年齢別 正規/非正規雇用の割合（単位：％） 

 
（出所）ADB (2012) p.14 

 

 図表 74 は教育レベル別に雇用形態の割合を見たもので、教育水準が高くなるほど正規

労働の割合が高くなる傾向があった。例えば、教育を受けていないグループ、初等教育ま

で修了したグループ、中等教育まで修了したグループの正規労働の割合はそれぞれわずか

4.0％、6.9%、15.3％であった。しかし、高等教育を受けたグループの正規労働者の割合

は 57.6％まで増加した。また、医療・エンジニアの学位を持つグループの正規雇用率は極

めて高く、72.6%であった。技術・職業教育を受けたグループの正規雇用率も高く 45.3％

であった101。 

                                                   
101 ADB (2012) p.15 
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図表 74 教育レベル別 雇用形態の割合（単位：％） 

 

（出所）ADB (2012) p.16 

 

 また、産業ごとに正規・非正規雇用の割合を見ると、先述した労働人口の多いセクター

の中では製造業を除き、非正規労働の割合が極めて高い（農業：97.8％、建設業：93.6％、

小売業：92.8％、運輸・倉庫・通信：93.3％、コミュニティ・ソーシャル・個人サービ

ス：85.2％）。一方、正規雇用の割合が高い産業は、金融仲介サービス（77.7％）、不動産

関連（59.1％）、行政・防衛（81.7%）、教育（73.6%）などがあった（図表 75 参照）。 

 

図表 75 産業別 正規/非正規雇用の割合（単位：％） 

 

*A-P の項目については図表 61 を参照。 

（出所）ADB (2012) p.17 
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(3) 土地所有と貧困 
図表 76 は 2005 年と 2010 年における世帯主の土地所有と貧困の割合を、貧困線と最貧

困線を用いて表したものであり、土地を所有している層ほど貧困の割合が低い傾向にある。

バングラデシュでは、産業面でも雇用面でも農業に経済を依存している。HIESの 2010 年

の調査によると、0.05 エーカー以下の土地を所有している世帯の貧困率が最も高く

（45.1％）、次いで土地を全く所有していない世帯主を持つ世帯（35.4％）、0.05～0.49

エーカーの土地を所有している世帯（33.3％）、0.50～1.49 エーカーの土地を所有してい

る世帯（25.3％）、と土地面積と貧困率がほぼ反比例しているという結果が示されている。

この傾向は最貧困率においても同様であった。土地を全く所有していない世帯主を持つ世

帯の貧困率が、0.05 エーカー以下の土地を所有している世帯主の世帯の貧困率より低い主

な理由は、土地を全く所有しない世帯は農業以外の職業に従事し、農業以外の所得を得る

ことにより所得が向上している事例もあるためと考えられている102。 

2005 年と 2010 年を比較すると、経済成長に伴って全国、都市部、農村部ともに貧困率

の減少傾向が見られるが、上位貧困線では特に、土地なし層と 0.05 エーカー以下の零細土

地所有者層の貧困率が未だに高いことが分かる。 

図表 76 土地所有と貧困の割合（2010 年）（単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.72 

 

                                                   
102 BBS (2011) pp.72 -73 
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(4) 都市部と農村部の経済的格差と貧困 
西部の貧困率の高いラジシャヒ管区、クルナ管区、南部のボリシャル管区と、西部のダ

ッカ管区などの経済格差を、世界銀行は、バングラデシュの地方格差を「東西経済格差」

（East-West Economic Divid）と呼んでいる103。 

図表 77 の通り、都市部と農村部の貧困率を比較すると 2005 年から 2010 年にかけてそ

の差が縮小しているものの、依然農村部の貧困率の方が高い。また、平均月額世帯所得を

比較しても農村部は、都市部の約半分と経済的な格差が存在する。そのため、前述のとお

り、都市部よりも農村部からの国内外の出稼ぎ労働者の割合が高くなっている104。 

 

図表 77 都市部と農村部における貧困率、世帯所得額、米の消費量の比較（2005 年、

2010 年）（単位：％、BDT、グラム） 
 

 

（出所）DANIDA (2012) Evaluation of the Farmer Field School Approach in the Agriculture Sector 

Programme Support, Bangladesh, Annex1, p.1 http://www.oecd.org/derec/denmark/49813263.pdf 

（2012/11/4 アクセス） 

 

さらに、図表 60 の通り、農業分野及び非農業分野でも農村部の日雇い労働者の貧困率

が特に高い。また、自営業の農業、非農業従事者、給与を得ている従業員も農村部の方が

都市部よりも貧困率が高いことからも、都市部と農村部の経済的格差があることが示され

ている。 

                                                   
103 WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging the 

East-West Divide’,p.xx. 
104 BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey 2011; Chapter-X Disability, Migration 

& Remittance, Micro Credit, Crisis & Crisis Management’ pp.143 
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf （2012/10/18 アクセ

ス） 

http://www.oecd.org/derec/denmark/49813263.pdf
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/HIES-10/Chapter-10.pdf
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このように農業所得による現金収入が少ないことや、農村部での雇用が限定的であるた

めに、農村部での貧困が高いといえる。 

 

図表 78 職業別、都市部･農村部別貧困率の割合（2005 年）（単位：％）（再掲） 

 
（出所）WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging 

the East-West Divide’  p.40 
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VI. 重点支援分野と貧困の関わり 

1. 経済成長活性化分野 
バングラデシュは、年間のGDP成長率をGDP成長率 7.3%確保することを第 6 次五カ年計

画にて明示しており、貧困削減のための経済成長の達成を支援するために、我が国は「対

バングラデシュ国別援助方針」にて、インフラ（電力、運輸等）・都市開発と民間セクタ

ー開発を経済成長活性化のための開発課題としている105。 

(i) インフラ（電力・運輸）及び都市開発 

電力へのアクセスに関しては、バングラデシュは世界銀行のDoing Bussinessによるラン

キングでは 183 か国中 182 位と最低水準になっており、電力へのコストも相対的に高いこ

とが指摘されている106。図表 79 ではバングラデシュの地方別の電力へのアクセス率が示

されているが、全国平均でも 55.4%と半数しか電力のアクセスがない。地方別では、ロン

グプール管区全体で、約 3 割、同農村部では約 2 割しか電気が普及していない。そのため、

電力については、新規発電所のみならず、送配電のインフラ設備が必要とされている107。 

各種のインフラへのアクセスの都市部と農村部の格差については、図表 77 に示された

とおり、主要都市までの所要時間が貧困に負の影響を与えており、その影響は農村部の方

が大きいことが分かる108。また、道路等のインフラへのアクセスは市場へのアクセシビリ

ティとも深く関係しており109、人々が所得を得るための市場へのアクセスとの観点からも

インフラの整備が貧困削減に繋がると考えられる。 

都市開発に関しては、前述のビジョン 2012 において、都市開発や交通システム（高速道

路、鉄道、水道、空港等）が重点分野として挙げられている。 

ダッカやチッタゴン等の都市部の人口増加に対して、十分に検討された都市計画が実施

されておらず、例えばダッカ市内のスラムは、1998年の 1,125か所から 2005年には4,966

か所に増加している110。また、上下水や廃棄物処理等への対応も追いついていない。都市

部の貧困層の生活環境の改善のためにも、都市開発分野への支援が重要となっている。 

 

 

図表 79 管区別家庭における電力その他通信システムのアクセス率（2010 年）（単

                                                   
105 外務省（2012）「対バングラデシュ人民共和国 国別援助方針」p.1 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/seisaku/hoshin/pdfs/bangladesh.pdf （2012/11/22 アクセス） 
106 World Bank (2012) Doing Bussiness 2012, p.81 

http://www.doingbusiness.org/reports/global-reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/An
nual-Reports/English/DB12-Chapters/Country-Tables.pdf （2012/11/4 アクセス） 

107 WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging the 
East-West Divide’,p.xxiv. 

108 WB (2008) p.59. 
109 WB (2008) p.59. 
110 WB(2007) Dhaka Metropolitan Development Plan Starategic Environmental Assesment, p.2-7 

http://siteresources.worldbank.org/INTRANETENVIRONMENT/Resources/244351-1222272730742/Fina
l-DhakaSEA-11_Sep_2007.pdf 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/seisaku/hoshin/pdfs/bangladesh.pdf
http://www.doingbusiness.org/reports/global-reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/Annual-Reports/English/DB12-Chapters/Country-Tables.pdf
http://www.doingbusiness.org/reports/global-reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/Annual-Reports/English/DB12-Chapters/Country-Tables.pdf
http://siteresources.worldbank.org/INTRANETENVIRONMENT/Resources/244351-1222272730742/Final-DhakaSEA-11_Sep_2007.pdf
http://siteresources.worldbank.org/INTRANETENVIRONMENT/Resources/244351-1222272730742/Final-DhakaSEA-11_Sep_2007.pdf
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位：％） 

 

（出所）BBS (2011) ‘Report of Household Income and Expenditure Survey Report 2010: Chapter-III Basic 

Needs Indicators’ p.25 
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図表 80 都市部、農村部別のインフラへのアクセス（2005 年） 

 
（出所）WB (2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating Opportunities and Bridging 

the East-West Divide’,p.56 

 

(ii) 民間セクター開発 111 

前述の通り、第 6 次五カ年計画において雇用創出を通した経済成長と貧困削減を戦略の一

つとして掲げている112。特に、雇用吸収の比較的大きな製造業を促進することは、貧困層

の就労支援に間接的に裨益する可能性もあるため、製造業の支援が重要と考えられる。 

他方で、世界銀行のDoing Business 2012 においても、ガバナンスの指標ともいえる｢不

動産の登録｣や「契約の履行」において、183 か国中それぞれ 173 位、180 位と最低水準と

なっている113。また、外国資本が投資の際に参考とするであろう貿易取引の容易さの指標

では（図表 81）、115 位と南アジア地域の平均よりもやや高いレベルに留まっている。そ

のため、これらの指標などを改善することによって、貧困削減に間接的な影響を与える民

間投資や民間セクター開発が促進される可能性がある。 

 

                                                   
111 Ministry of Finance (2012) pp. 225-242  
112 Planning Comission (2011a) p.25 
113 World Bank (2012) Doing Bussiness 2012, p.81 
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図表 81 南アジアにおける貿易取引の容易さの指標比較（2012 年） 

 
（出所）WB (2008) Doing Bussiness 2012, Regional Profile : South Asia, p.56 

http://www.doingbusiness.org/reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/Profiles/Regional/D

B2012/DB12-South-Asia.pdf（2012/11/4 アクセス） 

 

2. 社会的脆弱性の克服 
貧困削減、初等教育、母子保健、安全な飲料水の供給といったMDGs達成のための分野と

ともに、環境（砒素対策を含む）災害対策も重点支援セクターとなっている。また、防災

予警報、地震対策、河川管理等を中心とした防災・気候変動対策にも貢献することを目指

している114。 

 

(i) 母子保健 

図表 82 は 1990 年、2001 年 2010 年の妊産婦の死亡率（Maternal Mortality Ratio：MMR）

の推移を表している。MMRは 10 万出生に対する死亡数である。これによると、1990 年の

MMRは 574 人であったが、2001 年には 322 人、そして 2010 年には 194 人にまで減少し

た。妊娠中と出産中の死亡率も大幅に減少している115。特に地方での適切な保健分野の支

                                                   
114 外務省（2012）p.2 
115 UNDP(2012) p.56 

http://www.doingbusiness.org/reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/Profiles/Regional/DB2012/DB12-South-Asia.pdf
http://www.doingbusiness.org/reports/~/media/GIAWB/Doing%20Business/Documents/Profiles/Regional/DB2012/DB12-South-Asia.pdf
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援（病院、ベッド数の拡充、医師や医療従事者の増員）が、貧困層に特に届いていないと

指摘されている。また、学校やモスクにおいて基礎保健や家族計画、栄養といった保健に

関する教育を実施することが、貧困削減にとっても重要であることが指摘されている116。 

図表 82 妊産婦の死亡率の推移（1989 年-2010 年） 

 
（出所）NIPORT（2010）p. 3 

 

1991 年から 2010 年の間に 15 歳から 49 歳の女性の避妊率（Contraceptive Prevalence 

Rate：CPR）は 39.9％から 61.7％へと約 22％の増加に成功した。特に 1991 年から 2004

年にかけて大きく増加している。この推移をたどれば、2015 年までにCPRは 67％になる

と予測されている。しかし、バングラデシュの出生率を鑑みると、CPRは 70％が理想とさ

れており、これには 2015 年までには及ばないと見込まれている117。 

また、BDHS 2007（NIPORT, 2009）によると、3 人に 2 人の女性は 18 歳以前に結婚し

ており、3 人に 1 人の女性は 20 歳になる前に出産している。若年層の妊娠と出産は、農村

部の貧しく教育を受けていない女子の間で多く見られており、BMMS2010 によると、

2010 年 18 歳以下の女子による出生率は 1,000 人の女性のうち 105 人であった118。 

図表 83 は、1989 年から 2011 年の新生児、乳児、5 歳未満の子どもの死亡率を表してい

る。全ての死亡率は 1,000 の出生に対する死亡数と定義される。新生児の死亡率は出生か

ら 1 ヶ月以内の、乳児死亡率は出生から 1 年未満の、5 歳未満の子どもの死亡率は出生から

5 年未満の死亡数のことをそれぞれ表している。これによると、5 歳未満の子どもの死亡率

は 1989/93 年の 133 人から、2007/2011 年には 53 人まで減少した。また、新生児の死亡率

は 1989/93 年の 52 人から 2007/2011 年には 32 人に減少、乳児死亡率は 1989/93 年の 87

人から 2007/2011 年には 43 人に減少した。 

                                                   
116 General Economics Division, Planning Commision, Government of People’s Republic of Bangladesh 

(2005) BANGLADESH, Unlocking the Potential, p.31 
117 UNDP(2012d) p. 58 
118 UNDP(2012d) p. 58 
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図表 83 子どもの死亡率（1989 年-2009 年） 

 
（出所）NIPORT (2012) ‘Bangladesh Demographic and Health Survey 2011: Preliminary Report’ p.25 

 

(ii) 基礎教育 

図表 84 に示した通り、非識字者の方が貧困の割合が高い。例えば 2010 年識字者の貧困

率が 19.0％であるのに対し、非識字者の貧困率は 42.8％であり、非識字者の貧困率の方が

23.8％高くなっている。一方で、2005 年から 2010 年の間に非識字者の貧困率と最貧困率

は大幅に減少している。また最貧困率も同様の傾向が見られ、2010 年非識字者の最貧困率

は 25.1%、識字者は 9.2％と、15.9％ポイントも差が見られた119。 

識字教育の他にも教育と貧困の割合は深く関係している。2010 年のHIESの調査による

と、教育水準が上がるにつれて貧困率の割合が減少する傾向が示されている120（図表 84

参照）。 

                                                   
119 BBS (2011) pp.69-70 
120 BBS (2011) p.70 
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図表 84 教育水準と貧困の割合（2010 年）（単位：％） 

 
（出所）BBS (2011) p.69 

 

図表 85と図表 86は初等・中等教育における男女の就学人数とその割合、男女格差を表

している。バングラデシュは前述の通り、MDG目標 2 の「初等・中等教育の就学における

ジェンダーの平等」は達成している。例えば、初等教育の就学率は 1990 年時には男児

55.6％（約660万人）、女児が44.94％（約540万人）であったが、2010年には男児が49.50％

（約 840 万人）、女児が 50.50％（約 850 万人）が就学し、ジェンダーの平等が達成され

た121。 

2008 年の識字評価調査（Literacy Assessment Survey 2008）により女性の識字率を地域

別に見てみると、15 歳以上の女性の識字率が最も低いのはシレット管区で 42.8％、一方で

最も高いのはチッタゴン管区で 54.6％となっている。都市部と農村部での格差も大きく、

ボリシャル管区内での格差は 19.1 ポイントに上っている。またクルナ管区の男女の識字率

の格差は 7.5 ポイントになっている122。 

                                                   
121 UNDP(2012d) p. 38 
122 UNDP(2012d) p. 38 
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図表 85 初等教育における男女の就学人数と男女格差（1999 年-2010 年） 

 
（出所）UNDP(2012d) p. 38 

 

図表 86 中等教育における男女の就学人数と男女格差（1999 年-2010 年） 

 

（出所）UNDP(2012d) p. 39 

 

バングラデシュは「初等・中等教育の就学におけるジェンダーの平等」を達成している

唯一の南アジアの国である。これは、政府による女子生徒を対象とした奨学金制度や学費

免除により、女子生徒の就業率を高めたことが要因とされている。しかし依然として女子

の中退者数の数が多いため、「女子生徒が初等・中等教育を修了すること」がバングラデ

シュにおける今後の課題となっている。中退者が多い原因として、教育機会を与えること

への機会費用が高いこと（例：女子は教育を受けるよりも家事や育児の手伝いといった家

庭内労働への就労が期待されるため）が挙げられる。その他にも、女子への暴力、制限さ

れた自由（restricted mobility）、女子トイレの不足、中等レベルでの女子教員の不足、女子

寮の不足などが挙げられている123。 

図表 87 は高等教育における男女の就学人数とその割合、男女格差を表している。初

等・中等教育における成功とは対照的に、2010 年のGPIは 0.39（男子 71.74％、女子

28.26％）と大きな男女格差が存在する。2001 年以降、女子の高等教育の就学人数は増加し

続けているが、男子の就学人数の増加が著しいため、男女格差を埋めることが出来ていな

い。その理由には社会的・文化的な要因や暴力、セクシャルハラスメント、また 18歳以下

の早婚124等が挙げられる125。 
                                                   
123 UNDP(2012d) p.39 
124 法律上は 18 歳以上でなければ結婚できない。 
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図表 87 高等教育における男女の就学率と男女格差（2001 年-2010 年） 

 

（出所）UNDP（2012d）p. 40 

 

(iii) 農業・農村開発 126 

 バングラデシュにおいて農業は、食料安全保障、雇用、生活の観点から重要な産業であ

り、GDPの約 20%、労働人口の約 70%を占めている127。 

農民の大半が従事する米の生産に関しては図表 88 の通り、米の世界価格の上昇と連動

し、2007~2008 年にかけて価格の上昇が見られたが、2009 年に 2007 年の水準に戻った後、

近年では再び上昇傾向が見られるため、貧困層を多く抱える農家世帯の貧困率には負の影

響を与えていないとの分析がDANIDAの報告書ではなされている。また、米の生産性に関

しても、2005 年は 1haあたりの生産量が 3,800kgであったものが、2009 年には 4,200kgに

増加している。しかし、これらの生産性は世界的には最低水準であり128、生産性の向上が

貧困削減に大きく関連していることからも、同分野への支援は重要である。 

                                                                                                                                                     
125 UNDP(2012d) p. 39.なお、女性の高等教育の就学率を高めるためにチッタゴンに国際大学であるAsian 

University for Women が設立された。ここでは中等教育までの女子教育を無料にしており、将来的には

学士レベルまでの女子教育を無料にしていく方針を打ち出している。 
126 Ministry of Finance (2012) ‘Bangladesh Economic Review 2011: Chapter 7 Agriculture’ 

http://www.mof.gov.bd/en/budget/12_13/ber/en/chapter-7_en.pdf （2012/10/17 アクセス） 
127 DANIDA(2012) p. 1 
128 DANIDA(2012) p. 2 

http://www.mof.gov.bd/en/budget/12_13/ber/en/chapter-7_en.pdf
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図表 88 バングラデシュにおける米の価格の推移（2005-2010 年）（単位：BDT /Kg） 

 
（出所）DANIDA（2012）p. 2. 

 

前述の通り、長期計画（Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021）においても、小規

模農家の参加や小規模農業の生産性を高める新グリーン革命等を促進することや、気候変

動における農業の影響に適応するために、情報の共有や適応能力の向上も促進することが

重要とされている。また、農村部の方が都市部よりも食料へのアクセスが不安定であるこ

とも示されていることから129、安定的な食料供給のための農業技術支援等が必要となって

いる。 

その他、バングラデシュではグラミンバンクをはじめ、BRAC、ASA、TMSS、BURO

といった NGO が活発に農村部を中心にマイクロファイナンスを実施している。農村開発

支援には、農業分野における女性の役割が重要視されており、実際に上記のようなマイク

ロファイナンス機関は女性への貸付が多く実施され、女性の経済的自立と貧困削減に貢献

している。 
 

(iv) 気候変動･自然災害と防災 

地球規模の気候変動はバングラデシュにも大きな影響を与える。特に気候変動の影響に

よってもたらされた洪水やサイクロン、干ばつが経済的な損失や伝染病といった健康被害

をもたらすと予想されている。また、海面の上昇により沿岸部に住む多くの人々は移住を

強いられ、土壌の塩類化も進行する。降雨量の減少は干ばつを引き起こし、さらにはバリ

ンダラ地域にみる砂漠化の要因ともなる130。 

                                                   
129 UNDP(2012d) p.23 他の理由として、人々の栄養に関する知識の欠如も挙げられている。 
130 Ministry of Planning (2010) ‘Outline Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021: Make Vision 2021 
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 バングラデシュが自然災害に対して脆弱である理由は主に 2 点挙げられる。一つはバン

グラデシュが 3 つの大きな河川（ガンジス川、ブラマプトラ川、メグナ川）の河口に位置

したデルタ地帯であり、海岸線が長く平坦な地形のため、国土の約 3分の 2が海抜 5m以下

に位置していることが挙げられる。また、バングラデシュの人口密度が高く、自然災害が

起きた際、特に貧困層がその被害を受けやすくなる131。UNDPの報告によると、バングラ

デシュは自然災害に脆弱な国に関する調査において、洪水では世界第 6 位、また熱帯サイ

クロンでは第 1 位に挙げられている132。 

バングラデシュにおいて頻度の高い自然災害は洪水、熱帯サイクロン、干ばつの 3 つで

ある。実際に 1984 年から 2007 年の間に、バングラデシュは 6 回もの大きな洪水を経験し

ている133。サイクロンは過去 3 年に 1 度、大規模なものが発生し、特に 1970 年と 1991 年

に発生したサイクロンの被害が深刻であった。それぞれ約 50 万人、14 万人が死亡し、そ

の多くが貧困層であったと報告されている。その他、干ばつの被害も北西部で多く起こっ

ており、貧困層が多く従事する農業において深刻な被害をもたらしている134。 

 

                                                                                                                                                     
Reality’ p. 81 なお詳細は MoEF(2010)を参照。 

131 Ministry of Planning (2010) p. 81 
132 MoEF (2009) ‘Bangladesh Climate Change Strategy and Action Plan 2009’ p. 5 

http://www.moef.gov.bd/climate_change_strategy2009.pdf （2012/10/31 アクセス） 
133 MoEF (2009) p.9 
134 MoEF (2009) pp.11-13 

http://www.moef.gov.bd/climate_change_strategy2009.pdf
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図表 89 自然災害に対して脆弱な地域 

 
（出所）MoEF (2009) p. 6 
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図表 90 気候変動と自然災害に対して脆弱な地域 

 
（出所）UNDP(2009) ‘Policy Study on The Probable Impact of Climate Change on Poverty and Economic 

Growth and the Options of Coping woth Advise Effect of Climate Change in Bangladesh’ p.61 

http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%2

0change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20copi

ng%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf （2012/11/22

アクセス） 

 

 気候変動とそれに伴う自然災害の増加はバングラデシュ全土に影響をもたらすが、特に

貧困層はこれらの影響に対して最も脆弱なグループである。なぜなら、一般的に貧困層は、

洪水や干ばつ、サイクロンといった自然災害の影響を受けやすい地域で生活しており、そ

のようなショックに対して十分な適応能力がないためである。また、貧困層は世帯収入の

大部分を農業や漁業、林業などの天然資源に依存しており、気候変動の影響によって十分

な収穫が得られなくなることで家計をさらに圧迫する135。なお、図表 91 では、MDGsと

気候変動に対する脆弱性の関連性をまとめている。 

                                                   
135 UNDP (2009) pp. xiii-xiv 

http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
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図表 91 MDGs と気候変動に対する脆弱性の関連性 
MDGs 気候変動に対する脆弱性 

目標 1：極度の貧困と飢餓の

撲滅 
バングラデシュの大多数の生計と所得は自然資源に頼っており、

貧困層の多くがしばしば、自然災害の起こりやすい社会的に排除

された地域で生活している。気候変動は多くの自然災害（洪水、

干ばつ、サイクロン等）が頻繁に起こる地域をより脆弱にする。 
目標 2：普遍的な初等教育の

達成 
自然災害は一時的な居住地域の移動等、家庭へ影響を与える。こ

れにより、子どもが家庭を支えるために、学校へ通えなくなった

り、また自然災害による学校等教育施設の破壊により学校へ通え

なくなったりするケースもある。 
目標 3：ジェンダーの平等の

推進と女性のエンパワメント 
家庭内での安全な水へのアクセスと気候変動は大きなかかわり
を持つ。また水汲み作業は多くの場合女性が担っていることか
ら、水資源の保全は女性の負担軽減にもつながる。 

目標 4、5、6：保健  熱波は特に高齢者や都市部の貧困層の死亡率や病気の増加

に影響を与える。また女性や子どもは自然災害に脆弱であ

り、例えば 1991 年にバングラデシュで起きたサイクロンの

被害者の 90％が女性と子どもであった。 
 気候変動はマラリアやデング熱、コレラや赤痢と水を発生

源とする病気が普及し、特に子どもと妊娠中の女性が影響

を受けやすい。 
 気候変動は安全な飲料水の供給を妨げこれが健康を阻害す

る。また、食料の安全保障が損なわれることによって、子

どもの栄養不良がもたらされる。 
目標 7：環境の持続可能性の

確保 
気温の上昇や降雨量の変化、海面の上昇や塩分侵入（salinity 
intrusion）はエコシステムの特徴と境界を変化させる。生物多様

性は損なわれ、天然資源に医療、収入、食料を依存している貧困

層に影響を与える。 
（出所）UNDP (2009) pp.3-4 

 

このようにバングラデシュはその地形的な特徴から自然災害を受けやすい国のひとつで

あり、最もその影響を受けるのは貧困層であることから、貧困削減のための取組みとして

の防災支援は重要な政策のひとつとなっている136。バングラデシュ国家戦略においても自

然災害対策について言及されている。 

                                                   
136 UNDP (2009) ‘Policy Study on The Probable Impact of Climate Change on Poverty and Economic 

Growth and the Option of Coping with Adverse Effects of Climate Change in Bangladesh’ 
http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%2
0change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20copi
ng%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf （2012/10/18
アクセス） 

http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
http://www.undp.org.bd/projects/prodocs/PRS_MDG/The%20probable%20impacts%20of%20climate%20change%20on%20poverty%20and%20economic%20growth%20and%20the%20options%20of%20coping%20with%20adverse%20effect%20of%20climate%20change%20in%20Bangladesh.pdf
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・ UNDP (2012a) ‘Bangladesh Country Profile: Human Development Indicators’  

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/bgd.html （2012/10/15 アクセス） 

 

・ UNDP (2012b) ‘Empowered Lives. Resilient Bangladesh: Results achieved with our 
partners’ pp. 62-63 

www.undp.org.bd/info/pub/Empowered%20Lives%20Resilient%20Bangladesh%20-%2

0FINAL%20PDF.pdf （2012/10/15 アクセス） 

 

・ UNDP(2012)’Millennium Development Goals Bangladesh Progress Report 2011’ 
http://www.undp.org.bd/info/pub/MDG%20Progress%20Report%202011.pdf 

（2012/10/15 アクセス） 

 

・ UNDP (2012) ‘Social Safety Net Volume 2’ 
http://www.undp.org.bd/info/pub/Social%20Safety%20Net%20Volume-2%20qxd.pdf 

（2012/10/16 アクセス） 

 

・ UNESCO (2010) ‘Outline Perspective Plan of Bangladesh 2010-2021: Making Vision 
2021 A Reality’ 

http://planipolis.iiep.unesco.org/upload/Bangladesh/Bangladesh_Final_Draft_OPP_Jun

e_2010.pdf （2012/10/17 アクセス） 

 

・ USAID(2009) ‘USAID Office of Food for Peace Bangladesh Food Security Country 
Framework FY 2010- 2014’ 

http://transition.usaid.gov/our_work/humanitarian_assistance/ffp/bangladeshfscf.pdf 

（2012/10/16 アクセス） 

 

・ World Bank(2007)Dhaka Metropolitan Development Plan Starategic Environmental 
Assesment, p.2-7.  

http://siteresources.worldbank.org/INTRANETENVIRONMENT/Resources/244351-122

2272730742/Final-DhakaSEA-11_Sep_2007.pdf （2013/2/17 アクセス） 
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・ World Bank(2008) ‘Bangladesh: Poverty Assessment for Bangladesh: Creating 
Opportunities and Bridging the East-West Divide’ 

http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/10/10090332/bangladesh-poverty-ass

essment-bangladesh-creating-opportunities-bridging-east-west-divide （2012/10/16 ア

クセス） 

 

・ World Bank (2009) ‘Updating Poverty Maps of Bangladesh’ 
http://www.bbs.gov.bd/WebTestApplication/userfiles/Image/UpdatingPovertyMapsofBan

gladesh.pdf （2012/10/16 アクセス） 

 

・ World Bank (2012) ‘Poplulation Density (people per sq. km of land area)’  

http://data.worldbank.org/indicator/EN.POP.DNST （2012/10/15 アクセス） 

 

・ World Bank(2012)’GNP per capita Atlas Method: Bangladesh’ 
http://data.worldbank.org/indicator/NY.GNP.PCAP.CD/countries/BD-8S-XM?display=gra

ph （2012/10/16 アクセス） 

 

・ World Bank (2012) Doing Bussiness 2012 
http://www.doingbusiness.org/reports/global-reports/~/media/GIAWB/Doing%20Busines

s/Documents/Annual-Reports/English/DB12-Chapters/Country-Tables.pdf （ 2012/11/4

アクセス） 

 

邦文 

・ 外務省（2011）「政府開発援助（ODA）国別データブック 2011：バングラデシュ 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/kuni/11_databook/pdfs/02-05.pdf 

（2012/10/17 アクセス） 
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添付 2. 主要な情報源リスト 

・ JICA研究所 https://libportal.jica.go.jp/fmi/xsl/library/public/data/shihyo-p.html 

・ IDE/JETRO 
http://www.ide.go.jp/Japanese/Research/Region/Asia/Bangladesh/index.html  

 

バングラデシュ国官庁 

・ バングラデシュ政府 http://www.bangladesh.gov.bd/  

・ 財務省 http://www.mof.gov.bd/en/  

・ 中央銀行 http://www.bangladesh-bank.org/  

・ 中央統計局 http://www.bbs.gov.bd/  

・ 国家計画委員会 http://www.plancomm.gov.bd/  

 

国際機関 

・ 国連開発グループ 国別チーム バングラデシュ 

http://www.undg.org/unct.cfm?module=CoordinationProfile&page=Country&CountryID=

BGD  

・ 世界銀行（WB） バングラデシュ国 http://www.worldbank.org/en/country/bangladesh  

・ 国連開発計画（UNDP） バングラデシュ国 http://www.undp.org.bd/  

・ アジア開発銀行（ADB） バングラデシュ国 

http://www.adb.org/countries/bangladesh/main  

・ 国際移住機構（IOM） バングラデシュ国 http://www.iom.org.bd/ 

・ 国際連合食糧農業機関（FAO） Country Profile: Food Security Indicators: Bangladesh 

http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/country_

profiles/eng/Bangladesh_E.pdf  
・ 国際連合人道問題調整事務所（OCHA） 

http://ochaonline.un.org/roap/MapCentre/CountryReferenceMaps/tabid/4346/language/

en-US/Default.aspx  

 

貧困データ 

・ 世界銀行データ http://data.worldbank.org/country/bangladesh  

・ 国連公式MDGデータ バングラデシュ国 http://mdgs.un.org/unsd/mdg/Data.aspx 

・ UNDP人間開発指標 バングラデシュ国 

http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/BGD.html  
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http://www.iom.org.bd/
http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/country_profiles/eng/Bangladesh_E.pdf
http://www.fao.org/fileadmin/templates/ess/documents/food_security_statistics/country_profiles/eng/Bangladesh_E.pdf
http://ochaonline.un.org/roap/MapCentre/CountryReferenceMaps/tabid/4346/language/en-US/Default.aspx
http://ochaonline.un.org/roap/MapCentre/CountryReferenceMaps/tabid/4346/language/en-US/Default.aspx
http://data.worldbank.org/country/bangladesh
http://mdgs.un.org/unsd/mdg/Data.aspx
http://hdrstats.undp.org/en/countries/profiles/BGD.html
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